
高
山
寺
蔵
林
寛
本
に
つ
い
て

は
じ
め
に

漢
文
訓
読
語
史
研
究
に
お
い
て
は
、
主
た
る
研
究
対
象
資
料
で
あ
る
訓
点
資
料

が
一
等
資
料
と
し
て
存
す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
一
等
の
加
点
資
料
が
大
量
に
存

す
る
と
い
う
言
語
資
料
と
し
て
の
特
性
を
拠
り
所
に
、
あ
る
程
度
纏
ま
っ
て
伝
え

ら
れ
て
い
る
個
人
の
加
点
資
料
を
問
題
と
し
て
、
加
点
者
個
人
ま
た
は
訓
読
者
個

人
の
言
語
あ
る
い
は
言
語
生
活
に
焦
点
を
あ
て
よ
う
と
し
た
研
究
は
少
な
か
ら
ず

行
わ
れ
て
き
た
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
史
研
究
に
つ
い

て
い
え
ば
、
例
え
ば
夙
に
は
、
専
ら
の
関
心
は
、
訓
読
者
個
人
の
訓
読
語
と
い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
後
世
に
お
け
る
伝
承
の
問
題
と
し
て
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
の
よ
う

（

l

）

で
あ
る
が
、
平
安
初
期
の
学
僧
、
明
詮
に
関
す
る
諸
論
が
存
す
る
。
ま
た
、
あ
る

寺
院
の
経
蔵
に
比
較
的
纏
ま
っ
た
形
で
伝
え
ら
れ
た
個
人
ま
た
は
あ
る
個
人
に
関

連
す
る
寺
院
の
訓
読
語
資
料
を
も
と
に
、
そ
の
寺
院
の
経
蔵
が
、
い
か
に
形
成
さ

れ
た
も
の
か
の
問
題
の
解
明
を
一
つ
の
意
図
と
し
つ
つ
、
訓
読
者
個
人
の
言
語
に

（
り
－
）

迫
ろ
う
と
し
た
研
究
も
存
す
る
。
あ
る
い
は
、
あ
る
加
点
者
の
資
料
を
広
く
求

め
、
そ
の
加
点
資
料
の
言
語
的
性
格
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
も
の
も
存
す

（3）る
。
稿
者
も
、
か
か
る
意
図
の
下
に
、
院
政
期
の
天
台
宗
山
門
派
の
僧
、
覚
成
を

（
つ
）

と
り
あ
げ
て
、
高
山
寺
の
経
蔵
本
に
基
づ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。

松
　
本
　
光
　
隆

高
山
寺
の
経
蔵
に
は
、
僧
林
寛
の
書
写
・
加
点
に
な
る
聖
教
が
あ
る
程
度
纏

ま
っ
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
稿
は
、
こ
の
林
寛
本
を
中
心
に
、
院
政
期
の
真

言
宗
広
沢
流
の
学
問
研
究
の
一
端
、
延
い
て
は
、
院
政
期
に
お
け
る
訓
読
の
実
態

の
一
端
を
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
個
林
寛
に
つ
い
て

僧
林
寛
は
、
院
政
初
期
に
生
ま
れ
、
院
政
期
前
半
に
活
動
し
た
、
真
言
宗
広
沢

流
仁
和
寺
に
関
係
し
た
僧
侶
で
あ
る
。
僧
伝
や
血
脈
、

院
家
記
の
類
に
は
、

「
押
イ
」

○
静
定
院

信
乃

林
寛
阿
閣
梨
　
静
定
房
本
願

「
＼
仕
細
イ
」

仁
経
僧
都

（
以
下
略
）
　
　
（
仁
和
寺
諸
院
家
記
、
心
蓮
院
本
）

○
静
定
院

林
寛
阿
聞
梨
　
静
定
房
、
後
隆
昇
己
講
付
法

保
安
元
年
八
月
廿
二
日
、
受
之
、
色
衆
六
ロ

（
仁
和
寺
諸
院
家
記
、
恵
山
書
写
本
）

○
大
法
師
隆
眞
　
付
法
二
人
。
巳
濯
頂
。
号
浮
定
房
。

林
寛
　
信
乃
阿
閣
梨
。
浮
定
院
。
三
十
七
。

保
安
元
年
八
月
二
十
二
日
庚
寅
硯
腑
受
之

五
三



色
衆
六
人

隆
勝
　
欒
生
房
律
師
。
保
安
二
年
十
月
四
日
卒
。

（
血
脈
類
衆
記
）

樺
大
僧
都
寛
意

付
法
六
人
　
観
音
院
　
式
部
卿
息

第
十
七
代

○
需
馳
王

御
子

幅
大
僧
都

東
寺
長
ヽ

踵
許
－

二
月
廿
三
日

甲
辰
は
〓

於
観
音
院

受
之二
十
四
欺

年
什
一

色
ヽ
廿
人

号
観
音
院

大
僧
都

康
和
三
年

六
月
十
六
日

入
ヽ
年
四
十
八

初
授
年

三
十
九皇

后
富
亮

定
素
子

中
御
室
　
念
本

御
法
名
鷲
行

第
十
八
代
　
　
白
河
院
御
子

．
認
許
王
　
縞
山
算
哲
九
呈
寅
皆

御
年
十
八
　
色
衆
三
十
人
　
教
授
寛
助

長
治
二
年
十
一
月
十
八
日
御
入
滅

御
年
三
十
一

阿
ヽ
ヽ

定
専門
品

隆
覚

阿
ヽ
ヽ

兼
意

嘉
保
三
年

五
月
十
二
日

辛
丑
仙
〓

於
北
院
受

之

二
品
親
王
　
法
名
鷲
念
　
後
改
覚
行
　
什
一
入
滅
．
声
何
法
人

右
寛
治
六
年
壬
申
三
月
十
九
日
壬
寅
皆
於
仁
和
寺
観
音
院

奉
授
南
部
侍
法
濯
頂
職
位
了

色
衆
朴
人
之
中
持
金
剛
衆
十
四
人
　
讃
十
六
人
　
衆
僧
前
二
人
五
位

十
弟
子
十
人
　
執
蓋
謡
一
一
一
山
　
持
幡
二
人
教
授
冨
阿
、
、

隆

眞

一

羞

t

想
晶
禁
－
解
禁
鰭
浩
。

隆
勝
摘
触
緋
馴
、

右
寛
治
七
年
突
酉
正
月
廿
二
日
庚
子
摘
〓
狼
籍

於
喜
多
院
授
与
之
無
烈
儀
式
有
教
誠

永
尋
鵠
蛸
猛
悪
月
廿
三
。
辛
急
於
喜
多
院

隆
展
開
治
萄
正
月
廿
。
。
甲
午
群
喜
多
院

素
意
紐
糾
聖
裏
話
瑞
鰭
鐸
仙
於
喜
多
院
倖
写

定
尊
右
寛
治
六
年
十
一
月
十
一
日
庚
寅
昔
喜
多
院
停
受
了

（
東
寺
観
智
院
蔵
倖
法
濯
頂
相
承
略
記
）

（
東
寺
観
智
院
蔵
真
言
付
法
血
脈
仁
和
寺
）

。
入
道
鏡
巳

寛
意
　
廿
四
　
付
法
六
人
　
式
訊
卿
息
　
東
等
長
者

右
に
掲
げ
た
仁
和
寺
諸
院
家
記
や
血
脈
の
類
に
よ
れ
ば
、
大
御
室
性
信
の
付
法

弟
子
で
あ
る
寛
意
の
付
法
六
人
中
に
陸
兵
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
大
法
師
静
定
房
隆
．

真
の
付
法
弟
子
二
人
の
内
の
一
人
が
林
寛
で
、
保
安
元
年
（
二
二
〇
）
に
三
十

七
歳
で
潅
頂
を
う
け
た
僧
侶
で
あ
る
。
こ
の
記
事
か
ら
逆
算
す
れ
ば
、
西
暦
一
〇

八
四
（
応
徳
元
年
）
に
生
ま
れ
、
院
政
期
に
活
躍
し
た
、
真
言
宗
広
沢
流
仁
和
寺

に
関
係
し
た
人
物
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
右
に
掲
げ
た
如
く
仁
和
寺
請
院
家

記
、
仁
和
寺
関
係
・
広
沢
流
の
血
脈
に
記
載
の
有
る
こ
と
か
ら
、
仁
和
寺
関
係
の

僧
侶
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
仁
和
寺
諸
院
家
記
や
血
脈
類
衆
記
の
記

事
に
よ
れ
ば
、
信
乃
　
（
信
濃
）
　
阿
閣
梨
と
称
し
た
僧
で
あ
る
。



高
山
寺
に
は
、
以
下
に
一
覧
を
掲
げ
る
如
く
、
林
寛
の
書
写
ま
た
は
、
そ
の
訓

点
を
伝
え
る
資
料
が
十
五
点
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
奥
書
に
存
す
る

「
静
定
房
」
や
「
契
生
房
」
な
ど
は
、
右
に
掲
げ
た
史
料
中
に
、
必
ず
し
も
林
寛

自
身
の
記
事
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
の
房
名
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
右
に

掲
げ
た
林
寛
と
高
山
寺
蔵
の
林
寛
本
の
林
寛
と
が
同
一
人
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
高

山
寺
蔵
の
林
寛
本
の
訓
点
資
料
の
書
写
・
加
点
の
年
代
が
、
林
寛
の
生
存
時
期
と

重
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
高
山
寺
蔵
林
寛
本
の
概
要

以
下
に
は
、
高
山
寺
戒
の
林
寛
本
十
五
点
を
経
類
と
儀
軌
・
次
第
類
に
わ
か

ち
、
書
写
年
代
順
に
配
列
し
、
そ
の
書
誌
、
奥
書
等
を
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
の
十
五
点
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
円
堂
点
が
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

林
寛
本

【経】

◎
資
料
1
　
諸
彿
境
界
拓
眞
賓
経
巻
上
・
中
・
下
（
重
文
四
部
第
二
五
函
8
4
）

三
帖

〔
1
〕
　
巻
上

○
平
安
時
代
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
寓
、
林
寛
筆
、
粘
葉
装
排
型
、
中
秋
、

朱
印
、
押
界
、
朱
鮎
　
（
慣
名
、
園
堂
鮎
、
嘉
承
二
年
）
、
原
表
紙

（
表
紙
）
　
「
墓
第
日
箱
」

（
外
題
）
　
「
掻
眞
音
経
巻
第
一
」

（
奥
書
）
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
　
五
月
二
日
酉
時
許
於
静
定
房
以
御
本
書
了

一
交
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
林
寛
之
本

（
惰
　
消
）

（
套
〉
「
以
同
御
本
移
鮎
了
ロ
ロ
ロ

（
マ
マ
）

同
年
四
月
十
九
日
以
欒
成
房
経
御
房
奉
受
了
」

〔
2
〕
　
巻
中

○
体
裁
等
〔
1
〕
　
二
同
ジ
、
但
シ
本
文
ハ
林
寛
自
筆
二
ア
ラ
ズ

（
表
紙
）
　
「
重
第
一
箱
」

（
外
題
）
　
「
妬
眞
賓
経
巻
第
二
」

（
奥
書
）
　
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
　
四
月
廿
五
日
於
静
定
房
書
了

一
交
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
林
寛
之
本

（
惰
　
椚
）

（
舎
）
「
以
御
房
本
移
鮎
了
□
□
□

同
年
同
月
廿
日
御
房
奉
受
了
」

〔
3
〕
　
巻
下

○
体
裁
等
　
〔
1
〕
　
二
同
ジ
、
但
シ
林
寛
筆
、
尾
紋

（
表
紙
）
　
「
基
第
一
箱
」

（
外
題
）
　
「
□
眞
賓
経
巻
第
三
」

へ
後
掲
の
林
寛
本
　
「
参
考
資
料
3
」
　
奥
書
参
照
）

右
の
資
料
1
は
寄
合
書
と
思
し
く
、
巻
上
と
巻
下
の
本
文
の
筆
跡
は
、
奥
書
の

林
寛
の
筆
と
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
巻
中
の
本
文
は
、
林
寛
の
自
筆
で
は
な

く
、
巻
中
の
嘉
承
二
年
の
林
寛
の
奥
書
と
は
別
筆
と
判
断
さ
れ
る
が
、
奥
書
は
正

に
林
寛
筆
で
あ
っ
て
、
巻
上
・
下
と
同
じ
よ
う
な
性
格
を
も
つ
同
時
期
の
書
写

本
、
ま
た
、
加
点
本
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
巻
下
は
、
本
帖
の
末
尾
が
欠
損
し

て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
の
参
考
資
料
3
に
掲
げ
た
現
在
一
具
と
し
て
経
蔵
に

伝
え
ら
れ
て
い
る
「
如
意
輪
菩
薩
念
論
法
（
重
文
四
部
第
一
八
二
函
2
1
）
」
に
、
本

帖
の
奥
書
を
含
む
末
尾
が
紛
れ
伝
え
ら
れ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
奥
書
中
の

「
静
定
房
」
は
、
前
に
掲
げ
た
如
く
、
隆
真
の
住
房
と
認
め
ら
れ
、
「
御
房
」
と
は

隆
真
を
指
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
巻
上
奥
書
中
の
「
欒
成
房
」
が
未
勘
で

あ
る
。
訓
点
は
、
失
点
で
円
堂
点
の
加
点
が
存
し
て
い
る
。

◎
資
料
2
　
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
詞
経
巻
第
一
－
四
　
（
重
文
二
部
4
7
）
　
四
帖

五
五



［
1
］
巻
第
一

〇
平
安
時
代
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
寓
、
林
寛
筆
、
粘
葉
装
研
型
、
朱
印
、

押
界
、
朱
鮎
（
侶
名
、
園
堂
鮎
堂
黙
、
嘉
承
三
年
）
、
原
表
紙
、

（
表
紙
）
（
焉
）
「
眞
第
三
箱
」

（
柑
消
二
れ
．

－
F
）

（
奥
書
）
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
十
月
二
日
「
御
」
房
以
本
書
了
交
了

僧
林
寛
之
本

（
駕
〉
「
同
三
年
正
月
廿
二
日
以
同
本
移
鮎
了
」

（
渠
）
「
天
仁
二
年
（
二
〇
九
）
五
月
十
二
日
於

瀧
尾
山
御
房
奉
受
了
」

［
2
］
巻
第
二

〇
体
裁
等
［
1
］
二
同
ジ
、
但
シ
、
本
文
ハ
林
寛
自
筆
エ
ア
ラ
ズ
、
朱
鮎
（
仮

名
、
園
堂
鮎
、
嘉
承
三
年
）
、
墨
鮎
（
暇
名
、
院
政
期
）

（
表
紙
）
（
朱
書
）
「
眞
第
三
箱
」

（
奥
書
）
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
十
月
廿
五
日
於
御
房
以
御
同
本
書
了

交
7
個
林
寛
之
本

（
失
バ
）
「
同
三
年
正
月
廿
五
日
以
同
本
移
鮎
了
」

（
童
）
「
天
仁
二
年
（
二
〇
九
）
五
月
十
三
日
於
瀧
尾
奉
受
了
」

［
3
］
巻
第
三

〇
体
裁
等
［
1
］
二
同
ジ
、
但
シ
、
本
文
ハ
林
寛
自
筆
こ
ア
ラ
ズ

（
表
紙
）
（
朱
邦
）
「
眞
第
三
箱
」
（
贈
椚
）

（
奥
書
）
嘉
承
二
年
二
一
〇
七
）
十
月
廿
一
日
於
静
定
房
□
□
□
以

御
本
書
了
（
駕
〉
「
一
交
了
」

（
葺
「
以
岡
本
同
三
年
正
月
廿
七
日
移
鮎
了
林
寛
之
本
」

（
墨
）
「
天
仁
二
年
（
二
〇
九
）
五
月
廿
四
日
於
瀧
尾
御
房
奉
受
了
」

［
4
］
巻
第
四

〇
体
裁
等
［
1
］
二
同
ジ
、
但
シ
、
朱
鮎
（
暇
名
、
囲
堂
鮎
、
嘉
承
三
年
）
、
墨

五
六

鮎
　
（
偶
名
、
院
政
期
）

（
表
紙
）
〈
失
）
「
眞
第
三
箱
」

劉

（
奥
書
）
嘉
承
二
年
　
（
一
一
〇
七
）
十
月
廿
七
日
於
御
房
以
■
本
書
了

僧
林
寛
之
本

〈
果
l
で
‥
）
「
同
三
年
二
月
四
日
以
書
本
移
鮎
了
」

（
零
）
「
天
仁
二
年
（
二
〇
九
）
五
月
廿
五
日
於
瀧
尾
御
房
奉
受
了
」

（
別
竺
「
保
延
三
年
（
二
三
七
）
十
月
十
日
馬
故
御
房
奉
供
養
了
謡
醐
撃

資
料
2
も
、
寄
合
書
と
思
し
く
、
巻
第
一
及
び
第
四
は
、
林
寛
の
自
筆
本
と
認

め
ら
れ
る
も
の
の
、
巻
第
二
と
巻
第
三
は
、
嘉
承
二
年
の
奥
書
の
林
寛
の
筆
と
本

文
と
は
異
な
る
。
四
帖
と
も
に
朱
筆
訓
点
は
全
巻
に
わ
た
り
、
そ
の
失
点
は
林
寛

加
点
の
仮
名
、
円
堂
点
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
が
、
巻
第
二
と
巻
第
四
と
に
は
、

こ
の
朱
点
と
は
別
に
、
共
に
数
条
で
は
あ
る
が
、
墨
の
仮
名
の
加
点
が
存
す
る
。

ま
た
、
巻
第
四
に
認
め
ら
れ
る
保
延
三
年
の
奥
書
は
、
別
筆
と
認
め
ら
れ
る
。

◎
資
料
3
　
使
印
几
法
経
　
（
重
文
四
部
第
六
二
函
9
0
）
　
　
　
　
　
　
　
一
帖

○
院
政
初
期
窯
、
林
寛
筆
、
粘
葉
装
析
型
、
朱
印
、
押
界
、
朱
鮎
（
偶
名
、
円

堂
鮎
、
院
政
期
）
、
墨
鮎
　
（
椴
名
、
院
政
期
）
、
原
表
紙
、

（
失
二
テ
抹
椚
）

（
表
紙
）
（
駕
）
「
眞
第
五
十
六
」
　
「
茎
第
一
」

（
奥
書
）
　
僧
林
寛
之
本

（
別
で
弁
等
カ
〉
「
奉
受
了
」

資
料
3
は
、
林
寛
の
自
筆
本
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
朱
点
の
他
に
、

墨
点
の
仮
名
の
加
点
が
存
す
る
。

【
儀
軌
・
次
第
】

◎
資
料
4
　
毘
慮
遮
那
俳
説
金
剛
頂
経
光
明
眞
言
儀
軌
　
（
重
文
一
部
6
7
）
一
帖

○
平
安
時
代
寛
治
八
年
二
〇
九
四
）
寓
、
粘
薬
装
析
型
、
朱
印
、
押
界
、
朱

鮎
　
（
暇
名
、
凹
堂
鮎
、
永
久
三
年
）
、
原
表
紙
、



（
表
紙
）
〈
舎
〉
「
東
第
五
箱
」

（
奥
書
）
（
撚
i
。
）
「
寛
治
八
年
（
一
〇
九
四
）
三
月
十
四
日
書
寓
畢
」

（
窯
）
「
永
久
三
年
（
二
一
五
）
七
月
廿
三
日
於
高
野
御

山
解
脱
房
阿
閣
梨
奉
受
了

僧
林
寛
之
本
」
　
（
弁
眞
筆
力
）

三
校
了

（
別
で
升
雫
〉
「
久
安
五
年
（
二
四
九
）
四
月
十
四
日
粟
生
房
奉
受
了

僧
弁
眞
」

儀
軌
、
次
第
の
内
、
右
の
資
料
4
は
、
他
の
林
寛
自
筆
本
、
ま
た
は
、
林
寛
自

筆
を
含
む
寄
合
書
の
資
料
と
は
、
そ
の
体
裁
が
異
な
る
。
林
寛
自
筆
本
は
、
薄
茶

地
の
紙
原
表
紙
が
存
す
る
粘
葉
装
で
あ
る
が
、
本
資
料
は
、
潰
茶
地
の
紙
表
紙
で

あ
っ
て
、
そ
の
体
裁
を
異
に
す
る
。
ま
た
、
林
寛
の
僧
名
が
認
め
ら
れ
名
永
久
三

年
の
奥
書
は
、
他
の
林
寛
自
筆
の
奥
書
と
は
真
筆
で
あ
っ
て
、
弁
真
筆
か
と
も
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
も
、
林
寛
自
筆
と
は
認
め
難
い
よ
う
に
判
断
さ
れ

る
。
か
か
る
事
情
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
後
に
も
述
べ
る

如
く
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
本
資
料
以
外
の
林
寛
本
は
、
弁
真
が
伝
領
し
た
も
の

と
推
測
さ
れ
る
。
永
久
三
年
の
朱
書
の
奥
書
が
、
正
し
く
弁
真
筆
で
あ
る
と
す
る

と
、
寛
治
八
年
書
写
の
当
該
資
料
は
、
弁
真
の
手
に
移
っ
た
後
に
、
弁
真
が
か
か

る
永
久
三
年
の
林
寛
の
奥
書
を
書
き
添
え
た
と
も
解
釈
さ
れ
る
が
、
後
考
を
待
ち

た
い
。後
に
掲
げ
た
資
料
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
久
安
五
年
の
弁
真
の
奥
書
に
認
め
ら

れ
る
　
「
欒
生
房
」
は
、
前
に
掲
げ
た
如
く
隆
勝
の
住
房
で
あ
る
と
知
ら
れ
る
が
、

仁
和
寺
諸
院
家
記
に
も
、

○
鳴
瀧
花
厳
院
　
＼
今
常
欒
院
此
也

＼
一
条
記
云
、
景
雅
法
橋
房
也
・
宗
信
阿
閣
梨
博
之
・
其
後
譲
干
定
顧
法
眼

（
農
鼻
）

了
、
次
議
定
成
法
眼
之
虜
、
定
成
相
交
在
家
、
離
昔
寺
之
間
、
活
却
干
松

殿
入
道
殿
祇
候
女
房
了
、
其
後
女
房
又
活
却
俳
師
法
印
院
賢
之
間
、
院
賢

（
果
）
「
又
鋏
名
禦
㌫
㍍
」

号
宛
没
後
之
追
福
、
寄
聖
繹
巳
講
、
建
立
常
襲
院
景
欒
了
、
常
時
彼
己
講

昔
時
彼
巳
講
沙
汰
也
云
々
、
告
時
号
花
厳
院
屋
敷
、
福
王
子
在
之
、
諜
以

何
時
建
立
之
、
末
考
之

（
裏
書
）
「
上
房
、
古
文
書
云
、
常
欒
院
上
房
云
々
、
」
　
　
　
　
　
　
（
顕
讃
本
）

と
あ
っ
て
、
鳴
瀧
に
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
同
じ
く
仁
和
寺
諸
院
家
記
（
撤

詔
本
）
　
に
は
、

飯
試
越
疇
粛
訝
向
也
、
「
‖
乃
」

＼
本
願
静
定
房
林
寛
阿
閣
梨
云
々
、
＼
一
条
記
云
、
本
者
号
浮
定
房
・
其
後

院
号
也
、

と
あ
り
、
「
欒
生
房
」
「
静
定
房
」
と
も
に
鳴
瀧
に
あ
っ
て
、
近
隣
に
存
し
て
い
た

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
欒
生
房
」
「
静
定
房
」
の
他
に
、
林
寛
本
の
奥
書
に
は
、
「
鳴

瀧
上
房
」
（
右
掲
の
花
巌
院
の
項
の
裏
書
に
記
載
さ
れ
た
上
房
に
該
当
か
）
「
鳴
瀧

房
」
　
に
お
け
る
書
写
奥
書
が
認
め
ら
れ
る
が
　
（
資
料
1
3
）
、
高
山
寺
現
存
の
林
寛

本
に
関
わ
る
営
為
の
多
く
が
、
鳴
瀧
周
辺
に
お
い
て
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
。

永
久
三
年
の
奥
書
中
の
解
脱
房
阿
閤
梨
は
、
「
良
繹
」
の
こ
と
と
認
め
ら
れ
る
。

野
沢
血
脈
集
巻
第
一
に
は
、
「
第
十
六
成
尊
」
　
の
項
に
、

付
法
五
人

附
眞
警名
持
明
院
流
。
在
野
山
。
入
良
相
室
受
密
濯
。
後
法
仁
和
寺
寛

助
受
。
（
以
下
略
）

兼
賢
林
賢

岡
田
　
良
繹
紀
州
神
崎
人
。
金
剛
峰
寺
随
任
尊
出
家
。
随
明
算
入
境
港
頂
。

寛
助
定
海
同
世
人
也
。
七
十
三
代
堀
河
院
承
徳
三
年
補
検
校
。
七
十
五
代
崇

徳
院
保
延
五
年
二
月
二
十
一
日
入
寂
。
九
十
二
。
不
動
化
身
也
。

五
七



と
あ
り
、
中
院
僧
正
明
算
の
濯
頂
弟
子
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
僧
で
あ
ろ
う
と

認
め
ら
れ
る
。

本
資
料
の
訓
点
は
、
円
堂
点
の
加
点
が
存
し
て
、
他
の
林
寛
本
と
同
様
で
あ
る

が
、
正
し
く
林
寛
の
関
係
し
た
訓
読
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
は
、
今
後
の

検
討
課
題
と
し
た
い
。
右
に
も
述
べ
た
如
く
永
久
三
年
の
奥
書
が
、
林
寛
自
筆
で

は
無
い
と
し
て
も
、
同
年
に
林
寛
が
高
野
山
に
お
い
て
光
明
真
言
儀
軌
の
伝
受
を

受
け
た
事
を
伝
え
る
記
事
と
み
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
高
野
山
に
お
い
て
林
寛
が

伝
受
を
受
け
た
証
は
、
先
学
の
御
高
論
に
引
用
さ
れ
た
高
野
山
西
南
院
蔵
の
尊
勝

（－ユ

儀
軌
巻
下
に
み
と
め
ら
れ
る
。

○
尊
勝
儀
軌
巻
下
　
一
帖
　
西
南
院
　
朱
鮎
・
墨
鮎

（
右
傍
補
人
）

（
奥
書
）
天
永
四
年
（
一
一
一
三
）
五
月
六
日
於
静
定
房
「
鳴
」
瀧
房
／
以
同

御
本
書
了
　
同
月
十
日
移
鮎
了

（
別
筆
）
「
永
久
三
年
（
一
二
五
二
ハ
月
廿
五
日
於
高
野
山
解
脱
房
阿

閣
梨
奉
受
了
／
僧
林
寛
之
本
」

同
資
料
の
奥
書
に
は
、
天
永
四
年
五
月
六
日
静
定
房
鳴
瀧
房
に
お
け
る
書
写
移

点
奥
書
と
永
久
三
年
六
月
廿
五
日
の
高
野
山
解
脱
房
に
お
け
る
奉
受
奥
書
が
存
し

て
林
寛
の
名
が
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
永
久
三
年
六
月
は
、
本
資
料
4
の

奥
書
の
前
月
で
あ
っ
て
、
永
久
三
年
に
林
寛
が
高
野
山
解
脱
房
に
お
い
て
良
縛
か

ら
伝
受
を
受
け
た
有
力
な
証
と
な
る
。

な
お
、
高
野
山
西
南
院
に
は
、
中
院
僧
正
点
加
点
資
料
と
し
て
、
以
下
の
資
料

（
U
）

が
伝
え
ら
れ
る
と
さ
れ
る
。

○
蓑
壁
梨
成
就
法
　
　
一
帖
　
西
南
院
　
朱
点
・
墨
点

（
奥
書
）
保
安
二
年
（
一
一
二
一
）
五
月
十
六
日
借
受
了
／
信
乃
阿
閣
梨
御
房

同
撃
三
人

五
八

〇
如
意
輪
念
話
儀
軌
　
一
帖
　
西
南
院
　
失
点

（
奥
書
）
　
保
安
二
年
七
月
十
三
日
書
了
／
信
乃
阿
閣
梨
御
房
／
僧
俊
慶
／

〈
迫
撃
）
「
博
受
了
」

右
の
二
資
料
の
奥
書
中
に
あ
る
「
俊
慶
」
は
、
血
脈
類
集
記
第
四
に
、
明
算
の

付
法
七
人
の
内
の
一
人
で
あ
る
先
の
解
脱
房
良
縛
の
付
法
二
十
五
人
の
一
人
と
し

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

劇
画
欄
澗
』
十
五
人
云
々

ま
た
、
こ
の
二
資
料
の
奥
書
中
の
「
信
乃
阿
閣
梨
御
房
」
は
、
林
寛
の
謂
と
思

し
い
。
林
寛
は
、
永
久
三
年
頃
に
伝
受
l

を
受
け
た
解
脱
房
良
碑
の
付
法
弟
子
で
あ

る
俊
慶
に
対
し
て
、
保
安
二
年
に
授
者
と
し
て
授
け
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
二
資

料
は
、
保
安
二
年
の
林
寛
の
伝
授
に
関
係
し
た
資
料
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

中
院
僧
正
点
の
加
点
資
料
で
あ
る
。
こ
の
二
資
料
が
如
何
に
し
て
成
立
し
た
の
か

の
検
討
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
中
院
僧
正
点
は
、
俊
慶
所
要
の
ヲ
コ
ト
点
法



で
あ
る
と
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
林
寛
本
の
状
況
か
ら
明
ら
か
な
如
く
、
こ

の
二
資
料
も
伝
受
に
先
立
っ
て
移
点
本
が
作
成
さ
れ
た
可
能
性
も
存
す
る
。
訓
読

語
の
内
実
と
と
も
に
資
料
の
成
立
事
情
の
解
明
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
が
、
必

ず
し
も
、
授
者
林
寛
の
加
点
法
そ
の
も
の
が
反
映
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
は
出
来

な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
即
ち
、
本
稿
に
も
述
べ
る
如
く
、
現
存
の
林
寛
加
点
本
か

ら
認
め
ら
れ
る
林
寛
の
訓
点
は
、
専
ら
円
堂
点
を
所
用
し
た
も
の
で
あ
る
と
認
め

て
矛
盾
が
な
い
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
。

◎
資
料
5
悌
説
七
倶
属
僚
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
念
諦
法
門
（
重
文
一
部
7
5
）

一
帖
○
平
安
時
代
康
和
二
年
（
二
〇
〇
）
寓
、
粘
菓
装
析
型
、
朱
印
、
押
界
、
朱

鮎
（
畷
名
、
園
堂
鮎
、
嘉
承
二
年
）
、
原
表
紙
、

（
表
紙
）
「
墓
四
」
（
玉
）
「
廿
一
」

（
奥
書
）
一
交
了

康
和
二
年
（
一
一
〇
〇
）
正
月
十
日
於
帯
□
町
壇
所
書
了

如
意
輪
法

（
果
・

l
F
〉
「
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
二
月
廿
六
日
於
御
房
以
御
本
移

鮎
了
僧
林
寛
之
本
」

（
別
竺
「
同
三
年
四
月
五
日
御
房
奉
受
了
」
（
林
寛
筆
）

資
料
5
は
、
本
文
は
林
寛
自
筆
本
で
は
な
い
。
本
文
と
康
和
二
年
の
奥
書
と
は

同
筆
で
あ
っ
て
、
嘉
承
二
年
と
三
年
の
移
点
・
奉
受
の
奥
書
は
、
林
寛
の
筆
で
あ

る
。
本
資
料
の
書
写
者
は
林
寛
で
は
な
い
が
、
本
資
料
の
訓
点
は
林
寛
の
加
点
と

思
し
く
、
そ
の
訓
読
語
は
、
林
寛
に
関
係
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

◎
資
料
6
降
伏
三
世
盆
怒
王
念
諦
儀
軌
（
重
文
一
部
坐
一
帖

○
平
安
時
代
嘉
承
元
年
（
二
〇
六
）
寓
、
林
寛
筆
、
粘
葉
装
析
型
、
朱
印
、

押
界
、
朱
鮎
（
侶
名
、
園
堂
鮎
、
嘉
承
元
年
）
、
原
表
紙
、

（
表
紙
）
「
壷
四
」
（
失
望
「
七
十
三
」

（
奥
書
）
嘉
承
元
年
（
二
〇
六
）
五
月
十
四
日
末
時
於
静
定
房
書
7

個
林
寛
之
本
也

〈
玉
）
「
同
日
以
御
房
御
本
一
交
同
移
鮎
了
　
同
二
年
二
月
二
日

受
奉
了
」

資
料
6
は
、
本
文
に
一
筆
と
認
め
ら
れ
る
朱
点
が
施
さ
れ
た
林
寛
自
筆
の
書

写
、
加
点
本
で
あ
る
。

◎
資
料
7
　
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
虞
念
諭
成
悌
儀
軌

（
重
文
四
部
第
六
二
函
8
1
）
　
一
帖

○
平
安
時
代
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
寓
、
林
寛
筆
、
粘
葉
装
析
型
、
朱
印
、

押
界
、
朱
鮎
　
（
偶
名
、
園
堂
鮎
、
嘉
承
二
年
）
、
原
表
紙
、

（
表
紙
）
　
「
毒
三
」
（
駕
）
　
「
七
十
一
」

（
外
題
）
　
「
一
字
頂
輪
王
念
諭
儀
軌
」

（
尾
題
）
　
「
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
念
諭
儀
軌
」

（
奥
書
）
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
四
月
六
日
於
御
房
書
了
（
果
“
。
）
「
以
御
房

本
移
鮎
了
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
林
寛
之
本

（
窯
等
）
「
同
月
同
日
御
房
受
奉
了
」

（
別
で
芸
竺
「
久
安
五
年
（
二
四
九
）
正
月
廿
八
日
巳
剋
許
欒
生
房

奉
受
了僧
弁
眞
」

資
料
7
も
、
林
寛
自
筆
の
書
写
、
加
点
本
で
あ
っ
て
、
訓
点
も
一
筆
と
思
し
い
。

久
安
五
年
の
弁
真
の
奥
書
が
存
す
る
が
、
こ
」
れ
に
対
応
す
る
と
判
断
さ
れ
る
訓
点

の
記
入
は
認
め
ら
れ
な
い
。

◎
資
料
8
　
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
論
法
　
（
重
文
三
部
7
5
）
　
　
　
　
　
一
帖

○
平
安
時
代
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
寓
、
林
寛
筆
、
粘
菓
装
析
型
、
朱
印
、

押
界
、
朱
鮎
（
畷
名
、
園
堂
鮎
、
嘉
承
二
年
）
、
墨
鮎
（
職
名
、
院
政
期
）
、

原
表
紙
、

五
九



（
表
紙
）
　
「
壷
四
」
　
（
朱
）
　
「
五
十
二
」

（
奥
書
）
　
嘉
承
二
年
　
（
一
一
〇
七
）
　
八
月
十
三
日
於
静
定
房
以
同
御
本

書
了
（
失
）
　
「
同
日
以
同
本
移
鮎
了
」
同
年
九
月
一
日
御
房
受
奉
了

僧
林
寛
之
本

（
別
肇
）
「
奉
受
了
」
（
弁
眞
筆
力
）

資
料
8
は
、
林
寛
自
筆
の
書
写
、
加
点
本
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
資
料
で
あ
る

が
、
訓
点
は
、
林
寛
自
筆
と
思
し
き
朱
点
の
他
に
、
数
条
の
墨
の
仮
名
点
の
加
点

が
存
す
る
。

◎
資
料
9
　
慈
氏
菩
薩
略
修
愈
詔
法
巻
上
　
（
重
文
一
部
望
　
　
　
一
帖

○
平
安
時
代
嘉
承
三
年
（
一
一
〇
八
）
寓
、
林
寛
筆
、
粘
菓
装
桝
型
、
朱
印
、

押
界
、
朱
鮎
（
暇
名
、
園
堂
鮎
、
天
仁
元
年
）
、
墨
鮎
（
暇
名
、
囲
堂
鮎
、
院

政
期
）
、
原
表
紙
、

（
表
紙
）
「
墓
四
」
（
朱
書
）
「
□
七
」

（
奥
書
）
嘉
承
三
年
（
二
〇
八
）
三
月
一
日
於
静
定
房
書
了
（
迫
害
「
一
交
了
」

（
篤
）
「
以
同
御
本
移
鮎
了
」
〈
宅
〉
「
天
仁
元
年
（
二
〇
八
）
九
月
十
八
日
御
房

奉
受
了
　
　
　
　
　
　
僧
林
寛
之
本
」

本
資
料
も
、
林
寛
自
筆
の
書
写
本
に
、
林
寛
筆
と
認
め
ら
れ
る
失
点
の
加
点
が

存
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
に
、
数
条
の
墨
に
よ
る
仮
名
と
僅
か
な
墨
の
円

堂
点
の
加
点
も
存
す
る
。

◎
資
料
1
0
　
　
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
法
　
　
（
重
文
一
部
1
8
）
　
　
　
一
帖

○
平
安
時
代
天
永
元
年
（
一
一
一
〇
）
寓
、
林
寛
筆
、
粘
薬
装
研
型
、
朱
印
、

押
界
、
朱
鮎
（
償
名
、
園
堂
鮎
、
天
永
二
年
）
、
墨
鮎
（
慣
名
、
院
政
期
）
原

表
紙
、
（
表
紙
）
「
畢
二
」
（
朱
書
）
「
鮒
二
」

（
奥
書
）
　
天
永
元
年
　
（
一
一
一
〇
）
十
一
月
十
七
日
申
時
許
於
御
房

以
同
御
本
書
了
（
蓋
）
「
同
二
年
三
月
八
日
丑
時
許
以
御
房

六
〇

本
移
鮎
了
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
林
寛
之
本

（
巽
〉
「
同
二
年
九
月
十
九
日
於
瀧
尾
護
「
堂
午
時
許
御
房
奉
受
了
」

〈
別
で
芸
耶
）
「
久
安
五
年
（
二
四
九
）
四
月
二
日
巳
時
許
欒
生
房
奉
受
了
」

本
資
料
も
林
寛
自
筆
の
書
写
加
点
本
に
、
教
条
の
墨
の
仮
名
点
の
加
点
が
存
す

る
。
◎
資
料
1
1
　
金
剛
頂
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
念
諭
次
第
　
（
重
文
一
部
1
7
7
）
一
帖

○
平
安
時
代
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
　
寓
、
林
寛
筆
、
粘
葉
装
耕
型
、
朱
印
、

押
界
、
朱
鮎
　
（
偶
名
、
園
堂
鮎
、
院
政
期
）
、
原
表
紙
、

（
表
紙
）
　
「
巳
竺
ハ
箱
二
本
内
」

（
外
題
）
　
「
一
字
次
第
」

（
奥
書
）
　
天
永
二
年
　
（
一
一
一
一
）
　
二
月
廿
一
日
午
時
許
於
静
定
房
以

同
御
本
書
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
林
寛
之
本

〈
別
で
芸
竺
「
久
安
五
年
（
二
四
九
）
三
月
五
日
欒
生
房
奉
受
了
」

本
資
料
も
、
林
寛
自
筆
の
書
写
加
点
本
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
奥
書
よ
り

本
書
も
弁
真
伝
領
本
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

◎
資
料
1
2
　
聖
不
動
仁
安
鎮
家
国
等
法
　
（
重
文
三
部
8
8
）
　
　
　
　
一
帖

○
平
安
時
代
天
永
三
年
（
一
一
二
一
）
　
寓
、
林
寛
筆
、
粘
葉
装
研
型
、
朱
印
、

押
界
、
朱
鮎
　
（
侶
名
、
園
堂
鮎
、
天
永
三
年
）
、
原
表
紙
、

（
表
蘭
）
「
基
四
」
（
毒
「
六
十
六
」

（
外
題
）
　
「
安
鎮
法
」

（
奥
書
）
天
永
三
年
（
一
二
二
）
三
月
十
九
日
申
時
許
於
御
房
以
同
御
本
書
了

僧
林
寛
之
本

【
′
・
ハ
】

（
蓋
〉
「
同
年
同
月
廿
七
日
巳
時
許
以
同
御
本
移
鮎
了
」

（
迫
華
こ
「
一
交
了
」
〈
翠
．
〉
「
同
年
四
月
升
目
辰

時
許
於
仁
和
寺
御
房
降
雨
徒
然
之
間
借
受
了
」

右
も
林
寛
自
筆
書
写
加
点
本
で
あ
っ
て
、
訓
点
も
朱
点
の
一
筆
の
加
点
が
存
す



る
と
認
め
ら
れ
る
資
料
で
あ
る
。

◎
資
料
1
3
　
底
哩
三
昧
耶
不
動
聖
者
念
話
秘
密
法
巻
上

（
重
文
四
部
第
一
五
八
函
6
）
　
　
一
帖

○
平
安
時
代
永
久
元
年
（
二
一
三
）
寓
、
林
寛
筆
、
粘
菓
装
析
型
、
末
尾
二

丁
及
ピ
裏
表
紙
ノ
ミ
ヲ
存
ス
、
押
界
、
朱
鮎
（
園
堂
鮎
、
院
政
期
）
、

（
奥
書
）
永
久
元
年
（
一
一
一
三
）
七
月
廿
三
日
酉
時
許
於
鳴
瀧
上
房
書
了

僧
林
寛
之
本

（
玉
）
「
以
静
定
房
御
本
移
鮎
了
　
同
御
房
奉
受
了
」

（
別
¶
．
）
「
保
延
三
年
「
・
占
）
十
月
十
日
篤
故
御
房
奉
供
養
了
謂
望
房
」

（
別
㌢
．
弁
票
）
「
柴
生
房
奉
受
了
僧
弁
眞
」

底
哩
三
味
耶
不
動
尊
聖
者
念
諭
秘
密
法
巻
中

（
重
文
四
部
第
一
一
五
函
2
0
）
　
　
一
帖

○
平
安
時
代
永
久
元
年
（
一
一
二
二
）
官
、
林
寛
筆
、
粘
葉
装
研
型
、
朱
印
、

押
界
、
朱
鮎
（
償
名
、
回
堂
鮎
、
院
政
期
）
、
墨
鮎
（
暇
名
、
院
政
期
）
、
原

表
紙
、
（
外
題
）
　
「
底
哩
三
味
耶
経
巻
中
」

（
奥
書
）
　
永
久
元
年
　
（
一
一
一
三
）
十
月
四
日
酉
時
許
於
鳴
瀧
房
書
了

僧
林
寛
本

（
失
バ
〉
「
静
定
房
以
御
本
移
鮎
了
　
同
御
房
奉
受
了
」

（
別
で
升
雫
）
「
奉
受
了
」

（
外
題
）
　
「
底
哩
三
昧
耶
経
巻
下
」

（
奥
書
）
（
果
“
‖
）
「
以
静
定
房
御
本
移
鮎
了
同
御
房
奉
受
了

僧
林
寛
之
本
」

〈
別
で
介
雫
）
「
奉
受
了
」

三
帖
と
も
に
、
林
寛
の
自
筆
の
書
写
加
点
本
と
思
し
い
が
、
巻
中
に
お
い
て

は
、
院
政
期
の
墨
の
仮
名
点
の
加
点
も
認
め
ら
れ
る
。
本
資
料
も
、
弁
真
の
伝
領

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
も
の
で
、
伝
受
に
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
。
◎
資
料
1
4
　
北
斗
七
星
護
摩
秘
要
儀
軌
　
（
重
文
四
部
第
二
五
函
8
3
）
　
一
帖

○
院
政
期
寓
、
林
寛
筆
、
枯
葉
装
研
型
、
料
紙
藍
紙
（
飛
雲
ア
リ
）
、
朱
印
、
押

界
、
朱
鮎
　
（
職
名
、
園
堂
鮎
、
嘉
承
二
年
）
、
原
表
紙
、

（
外
題
）
　
「
ロ
斗
儀
軌
」

（
奥
書
）
〈
舎
）
「
上
□
方
奉
受
了
」

（
失
）
「
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
　
二
月
十
三
日
於
静
定
房
以
御
本

移
鮎
了

同
日
御
房
受
奉
了
」

（
別
で
升
雫
カ
〉
「
一
交
了
」

僧
林
寛
之
本

（
別
で
弁
賽
）
「
久
安
五
年
（
一

一
四
九
）
二
月
廿
一
日
辰
時
許
欒
生
房
奉
受
了

底
哩
三
昧
耶
不
動
尊
聖
者
念
諭
秘
密
法
巻
下
（
重
文
四
部
第
六
一
函
5
6
）
　
一
帖

○
院
政
期
寓
、
林
寛
筆
、
粘
彙
装
桝
型
、
朱
印
、
押
界
、
朱
鮎
（
暇
名
、
囲
堂

鮎
、
院
政
期
）
、
原
表
紙
、

僧
弁
眞
」

本
資
料
は
、
他
の
林
寛
自
筆
本
と
は
料
紙
な
ど
の
体
裁
が
異
な
っ
て
い
る
が
、

本
文
は
林
寛
の
自
筆
と
思
し
く
、
訓
点
も
失
点
一
筆
と
判
断
さ
れ
る
。

◎
資
料
1
5
　
観
自
在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
（
第
四
部
第
一
八
三
函
4
6
）
一
帖

○
院
政
期
寓
、
枯
葉
装
析
型
、
朱
印
、
押
界
、
朱
鮎
（
侶
名
、
囲
堂
鮎
、
院
政
期
）
、

（
表
紙
）
〈
駕
）
「
眞
第
五
箱
」

（
奥
書
）
ロ
ロ
ロ
年
七
月
廿
八
日
書
了
東
寺
末
〈
駕
〉
「
撃
金
剛

六
一



弟
子
林
寛
之
本
」
（
朱
書
ハ
「
覚
印
之
本
」
擦
消
二
重
書
）

於
高
野
御
山
借
受
了

（
別
で
升
睾
）
「
奉
受
了
　
弁
眞
／
北
御
房
奉
受
了
」

（
果
パ
肘
椚
）
「
　
　
　
　
　
　
　
　
／
於
□
王
院
奉
ロ
ロ
ロ
」

資
料
1
5
は
、
林
寛
の
自
筆
本
文
で
は
な
く
、
別
人
の
手
に
な
る
も
の
と
認
め
ら

れ
る
が
、
擦
消
に
重
書
さ
れ
た
朱
書
は
、
林
寛
の
筆
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
訓

点
は
失
点
の
一
筆
で
あ
っ
て
、
林
寛
の
加
点
と
思
し
き
も
の
で
あ
る
。
本
資
料

も
、
弁
真
の
所
持
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

右
以
外
に
高
山
寺
経
蔵
に
は
、
林
寛
の
名
が
見
え
る
資
料
が
、
以
下
の
如
く
に

存
す
る
。

【
参
考
】

◎
参
考
資
料
1
　
愛
染
王
法
事
勘
進
案
　
（
重
文
四
部
第
二
〇
二
函
1
－
1
5
）

○
院
政
期
寓
、
竪
紙
、
「
仁
和
寺
／
心
蓮
院
」
複
廓
朱
印
、
無
鮎
、

（
端
嘉
）
　
「
奉
院
宣
自
御
室
依
有
召
注
進
之
」
　
（
端
裏
右
傍
別
筆
）
　
「
林
寛
」

（
末
尾
）
　
「
大
治
三
年
　
（
一
一
二
八
）
　
十
一
月
五
目
　
大
法
師
位
林
寛
」

院
政
期
の
写
本
で
、
大
治
頃
書
写
と
み
て
矛
盾
は
無
い
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。

本
文
自
体
も
或
い
は
、
林
寛
自
筆
と
み
る
余
地
が
あ
る
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
が
、

端
嘉
に
存
す
る
「
奉
院
宣
自
御
室
依
有
召
注
進
之
」
の
下
方
右
傍
に
「
林
寛
」
の

書
人
が
あ
っ
て
、
こ
の
署
名
が
林
寛
の
自
署
と
認
め
ら
れ
る
。
林
寛
自
身
の
関
係

し
た
伝
受
の
資
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
林
寛
本

の
高
山
寺
経
蔵
へ
の
伝
来
に
つ
い
て
の
検
討
の
糸
口
を
提
供
し
て
く
れ
る
よ
う
に

考
え
ら
れ
る
。
経
や
儀
軌
の
林
寛
本
十
五
資
料
に
は
、
専
ら
「
高
山
寺
」
朱
印
が

存
す
る
の
み
で
、
そ
の
来
歴
を
明
ら
か
に
す
る
手
が
か
り
に
乏
し
い
が
、
参
考
資

料
1
に
は
、
「
仁
和
寺
／
心
蓮
院
」
　
の
複
廓
朱
印
の
押
捺
が
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
っ
て
、
参
考
資
料
1
と
し
て
掲
げ
た
「
愛
染
王
法
事
勘
進
案
」
が
、
他
の
林
寛

六
二

自
筆
本
と
同
じ
く
一
括
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
す
る
と
、
林
電
本
は
、

一
度
、
弁
真
に
伝
領
さ
れ
た
後
、
仁
和
専
心
蓮
院
に
収
め
ら
れ
て
高
山
寺
に
伝
え

ら
れ
た
可
能
性
が
存
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
林
寛
本
の
表
紙
に
書
入
ら
れ（7）

た
情
報
を
参
考
に
「
法
鼓
墓
聖
教
目
録
」
「
高
山
寺
経
蔵
聖
教
内
眞
言
書
目
録
」
を

検
索
す
る
と
、

○
柘
眞
賓
経
一
部
三
智
　
般
若
三
蔵
－
（
法
鼓
董
　
第
一
）

へ
資
料
1
　
（
巻
中
・
下
表
紙
書
入
）
　
「
墓
第
一
箱
」
　
）

○
略
出
経
二
部
岡
本
（
眞
第
三
）

へ
資
料
2
　
（
巻
第
一
～
四
表
紙
書
入
）
（
駕
）
　
「
眞
第
三
箱
」
）

〇
七
供
胞
悌
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
法
門
一
巻
　
金
剛
智
ヽ
（
法
鼓
墓
　
第
四
）

へ
資
料
5
　
（
表
紙
書
入
）
　
「
墓
四
」
〈
玉
）
「
廿
〓
）

○
降
伏
三
世
念
怒
王
念
諦
儀
軌
二
本
　
不
空
（
法
鼓
重
　
第
四
）

（
資
料
6
　
（
表
紙
書
入
）
　
「
墓
四
」
（
朱
は
。
）
　
「
七
十
三
」
）

〇
一
字
金
輪
次
第
第
二
－
各
別
（
眞
第
六
）

へ
資
料
1
1
　
（
表
紙
書
入
）
「
竺
ハ
箱
二
本
内
」
）

な
ど
、
対
応
し
た
書
名
が
確
認
さ
れ
る
。
五
件
を
取
り
上
げ
て
、
以
下
省
略
に

従
っ
た
が
、
右
に
掲
げ
た
内
、
例
え
ば
、
資
料
1
で
は
、
表
紙
に
書
き
入
れ
ら
れ

た
　
「
墓
第
一
箱
」
と
あ
る
書
人
と
　
「
法
鼓
墓
聖
教
目
録
」
　
の
記
載
が
一
致
す
る
。

資
料
5
の
表
紙
の
「
墓
四
」
　
の
他
に
「
廿
〓
と
あ
る
書
人
が
、
資
料
6
の
表
紙

に
は
同
じ
く
「
基
四
」
　
の
他
に
「
七
十
三
」
　
の
書
人
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
は
「
法

鼓
董
聖
教
目
録
」
に
記
載
さ
れ
た
法
鼓
基
第
四
函
の
目
録
内
の
通
し
条
数
の
番
号

に
符
合
す
る
。
こ
の
点
は
、
資
料
7
、
資
料
8
、
資
料
9
　
（
三
十
七
条
目
）
、
資

料
1
0
、
資
料
1
2
も
同
様
で
あ
っ
て
、
目
録
に
記
載
さ
れ
た
書
と
現
蔵
の
林
寛
本
と

が
対
応
し
て
い
る
も
の
と
認
め
て
矛
盾
は
無
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
さ
す
れ

ば
、
林
寛
本
は
、
高
山
寺
の
草
創
期
に
既
に
高
山
寺
経
蔵
に
窟
さ
れ
て
い
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
林
寛
関
係
の
資
料
は
、
経
や
儀
軌
・
次
第
な
ど
の



資
料
は
、
弁
真
に
伝
え
ら
れ
て
か
ら
、
早
く
に
高
山
寺
経
蔵
を
構
成
す
る
資
料
と

し
て
高
山
寺
に
窟
さ
れ
、
参
考
資
料
1
「
愛
染
王
法
事
勘
進
案
」
の
如
き
林
寛
関

係
の
資
料
は
遅
れ
て
仁
和
寺
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
て
、
少

な
く
と
も
二
期
に
亙
っ
て
搬
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

◎
参
考
資
料
2
　
愛
染
王
法
勘
文
（
重
文
四
部
第
一
二
四
函
1
8
－
3
1
）

○
鎌
倉
中
期
寓
、
絹
紙
、
無
鮎
、
文
中
に
「
大
治
三
年
十
一
月
五
日
　
　
大
法

師
林
寛
」
　
の
記
事
有
り

参
考
資
料
1
と
同
日
の
日
付
の
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、
書
写
は
降
っ
て
鎌
倉
中

期
頃
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

◎
参
考
資
料
3
　
如
意
輪
菩
薩
念
論
法
　
　
（
第
一
八
二
函
2
1
）
　
　
　
一
帖

○
平
安
時
代
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
寓
、
枯
葉
装
析
型
、
中
級
、
朱
印
、
押

界
、
朱
鮎
　
（
偶
名
、
浮
光
房
鮎
、
嘉
承
二
年
）
、
原
表
紙
、

（
奥
書
）
　
嘉
承
二
年
（
二
〇
七
）
　
五
月
廿
五
日
巳
時
許
於
静
定
房
以
御
本

書
了
　
〓
父
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
林
寛
之
本

（
撚
椚
）

〈
失
）
「
以
同
御
本
移
鮎
了
「
御
房
奉
受
了
」

同
年
同
月
十
日
御
房
奉
受
了
」

（
別
竺
「
保
延
三
年
（
二
三
七
）
十
月
十
日
馬
故
御
房
本
供
養
了
錨
璧
房
」

高
山
寺
典
籍
文
書
目
録
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
高
山
寺
一
八
二
函
二
一
号
如
意
輪

菩
薩
念
話
法
は
、
浄
光
房
点
の
加
点
資
料
と
さ
れ
、
原
本
に
お
い
て
確
か
に
、
浄

光
房
点
加
点
が
確
認
さ
れ
る
。
同
目
録
に
は
参
考
資
料
3
と
し
て
示
し
た
と
同
じ

き
奥
書
が
存
す
る
も
の
と
し
て
一
具
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
現
蔵

の
形
で
古
く
よ
り
一
具
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
以
下
の
問

題
点
が
存
す
る
。
浄
光
房
点
も
仁
和
寺
所
用
の
ヲ
コ
ト
点
で
は
あ
る
が
、
現
存
の

当
該
本
は
本
体
と
後
表
紙
が
共
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
稿
者
の
確
認
し
た

と
こ
ろ
で
は
、
如
意
輪
菩
薩
念
論
法
の
本
体
と
、
林
寛
の
奥
書
の
存
す
る
後
表
紙

と
が
体
裁
・
紙
質
と
も
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
如
意
輪
菩
薩
念
論
法
そ
の
も

の
が
林
寛
本
で
あ
る
根
拠
は
兄
い
だ
し
が
た
い
。
高
山
寺
経
蔵
の
現
蔵
資
料
の
状

況
か
ら
す
れ
ば
、
浄
光
房
点
加
点
の
如
意
輪
菩
薩
念
論
法
は
、
円
楽
寺
本
の
一
部

（
H
）

で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
高
山
寺
伝
存
の
林
寛
本

は
、
円
堂
点
専
用
の
資
料
群
で
あ
っ
て
、
林
寛
が
他
の
ヲ
コ
ト
点
法
、
浄
光
房
点

を
使
用
し
た
証
は
な
い
。
な
お
、
本
資
料
の
奥
書
は
、
資
料
1
と
し
て
掲
げ
た
「
諸

悌
境
界
掻
眞
賓
経
巻
下
」
の
末
尾
が
、
何
時
の
時
点
か
に
混
入
し
た
も
の
と
判
断

さ
れ
、
右
の
奥
書
の
書
写
や
加
点
、
伝
受
の
日
時
も
僚
巻
と
思
し
き
巻
上
・
中
と

近
し
く
、
後
に
掲
げ
た
年
表
に
も
僚
巻
と
認
め
て
矛
盾
無
く
配
さ
れ
る
こ
と
か
ら

も
、
か
か
る
推
定
が
裏
付
け
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

林
寛
本
を
伝
領
し
た
と
考
え
ら
れ
る
弁
真
関
係
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
高
山
寺

経
蔵
に
以
下
の
弁
真
自
筆
本
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

【
弁
眞
本
】

◎
重
責
梨
成
就
法
　
（
重
文
一
部
1
4
）
　
　
　
　
　
一
帖

○
院
政
期
寓
、
弁
眞
筆
、
粘
葉
装
析
型
、
朱
印
、
押
界
、
朱
鮎
（
暇
名
、
園
堂

鮎
、
久
安
五
年
）
、
原
表
紙
、
白
地
雲
母
引
唐
紙
継
題
答

（
表
紙
）
　
「
法
鼓
第
四
箱
」
（
果
書
〉
「
百
五
」

（
奥
書
）
　
久
安
五
年
　
（
一
一
四
九
）
　
七
月
六
日
辰
時
許
奉
受
了

金
剛
彿
子
弁
眞

弁
真
の
書
写
加
点
と
認
め
ら
れ
る
資
料
で
、
訓
点
は
一
筆
、
円
堂
点
の
加
点
資

料
で
あ
る
。
弁
真
自
筆
本
の
体
裁
の
特
徴
は
、
薄
茶
地
の
表
紙
に
唐
紙
を
題
茶
と

し
て
継
い
だ
粘
薬
袋
桝
型
本
で
あ
り
、
以
下
の
体
裁
も
同
様
で
あ
る
。

◎
阿
迦
陀
蜜
一
印
千
類
千
時
三
使
者
成
就
経
（
重
文
四
部
第
六
二
函
竪
一
帖

○
院
政
期
寓
、
弁
眞
筆
、
枯
葉
装
析
型
、
朱
印
、
押
界
、
朱
鮎
（
偶
名
、
園
堂

鮎
、
久
安
五
年
）
、
原
表
紙
、
白
地
雲
母
引
唐
紙
継
題
答

（
奥
書
）
　
久
安
五
年
　
（
一
一
四
九
）
　
七
月
六
日
辰
時
許
奉
受
了

金
剛
彿
子
弁
眞



〈
鴛
）
「
一
交
了
」

◎
速
疾
立
験
魔
醸
首
羅
天
説
迦
楼
羅
阿
尾
書
法
（
重
文
四
部
第
六
二
函
m
）
一
帖

○
院
政
期
寓
、
弁
眞
筆
、
枯
葉
装
析
型
、
朱
印
、
押
界
、
朱
鮎
（
囲
堂
鮎
、
久

安
五
年
）
、
原
表
紙
、
白
地
雲
母
引
唐
紙
継
題
茶

（
奥
書
）
　
久
安
五
年
　
（
一
一
四
九
）
　
七
月
九
日
奉
受
了

金
剛
彿
子
弁
眞

右
は
共
に
、
弁
真
本
の
一
都
で
あ
る
。

［
参
考
］

◎
胎
蔵
私
行
次
第
　
（
重
文
一
部
懸

○
院
政
期
寓
、
粘
葉
装
新
型
、
朱
印
、
押
界
、
朱
鮎
（
暇
名
、
園
堂
鮎
、
院
政

期
）
、
墨
鮎
（
暇
名
、
永
治
元
年
）
、
墨
鮎
二
　
（
侶
名
、
嘉
応
二
年
）
、
原
表
紙

（
表
紙
）
　
「
墓
第
七
」

（
奥
書
）
　
永
治
元
年
　
（
一
一
四
こ
　
十
一
月
十
日
　
鳴
瀧
信
乃
阿
閣
梨
房

奉
受
了
性
如

（
別
竺
「
嘉
應
二
年
（
一
一
七
〇
）
四
月
五
日
鳴
瀧
大
夫
阿
閣
梨
御
房

奉
受
了
」

右
の
参
考
資
料
は
、
奥
書
中
の
「
鳴
瀧
信
乃
阿
閣
梨
」
が
林
寛
を
指
す
も
の
で
あ

る
な
ら
、
こ
れ
も
林
寛
関
係
の
資
料
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
永
治
元
年
の
奥
書
中

の
　
「
性
如
」
　
は
、
血
脈
類
集
記
第
五
に
、
以
下
の
記
載
が
あ
る
僧
で
あ
ろ
う
。

1
．
．
．
代
■
慮
弟
「

○
寛
有
阿
閣
梨
　
付
應
十
一
人
二
ハ
十
二
少
将
阿
聞
梨

園
剋
　
寛
有
事

柿
御
園
少
将
阿
聞
梨
。
四
位
少
将
有
家
息
。
寛
意
僧
都
濯
頂
資

（
中
略
）

仁
継
　
謂
牢
藷
頸
購
玩
謂
司
撃
退

国
風
　
仁
継
」
－
賢
俊

六
四

「
慶
遍

永
蔓
一
年
四
月
十
六
日
己
丑
焔
舶
於
静
定
房
受
之
　
色
衆
八
人

教
授
贅
明
　
諭
経
顧
貫
　
護
摩
行
佳
　
境
徳
範
祐

咄
相
月
刃
．
高
野

於
近
江
山
寺
授
輿
之
　
色
衆
八
人
　
教
授
覚
明

性
知
は
寛
有
の
資
で
あ
っ
て
、
仁
和
寺
に
関
係
し
た
僧
と
認
め
ら
れ
る
。
嘉
応
二

年
の
奥
書
中
の
「
鳴
瀧
大
夫
阿
閣
梨
」
が
未
勘
で
あ
る
。
或
い
は
、
右
掲
の
仁
継

（
任
継
）
　
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
判
断
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
い
ず

れ
に
せ
よ
「
鳴
瀧
」
と
あ
っ
て
、
仁
和
寺
関
係
の
資
料
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

本
資
料
は
、
林
寛
の
関
係
資
料
と
認
め
て
矛
盾
は
な
い
こ
と
に
な
る
が
、
た
だ

し
、
先
の
林
寛
本
資
料
群
と
は
異
な
り
、
林
寛
の
直
接
の
書
写
や
加
点
の
資
料
で

は
な
く
、
林
寛
の
伝
授
の
営
為
を
伝
え
る
も
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
、
弁
真
本
や

前
に
引
用
し
た
高
野
山
西
南
院
蔵
の
二
資
料
と
同
様
な
性
格
の
資
料
と
位
置
づ
け

ら
れ
る
。
以
上
に
検
討
を
加
え
た
林
寛
加
点
の
資
料
は
、
い
ず
れ
も
円
堂
点
が
用
い
ら
れ

た
資
料
で
あ
る
。
円
堂
点
は
、
平
安
後
半
期
、
真
言
宗
広
沢
流
の
中
で
使
用
さ
れ

た
ヲ
コ
ト
点
法
で
、
仁
和
寺
・
高
野
山
・
石
山
寺
な
ど
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
。

先
に
も
触
れ
た
如
く
、
参
考
資
料
3
の
如
意
輪
菩
薩
念
話
法
（
浄
光
房
点
加
点
）

が
、
林
寛
本
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
で
、
高
山
寺
の
経
蔵
中
に
伝
存
さ
れ
る
林
寛
本

（
及
び
、
弁
真
本
）
　
は
、
円
堂
点
所
用
の
資
料
群
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。
さ
て
、
以
上
の
林
寛
の
奥
書
等
を
通
覧
す
る
に
、
ま
ず
、
右
の
内
の
林
寛
本
の

多
く
は
、
林
寛
自
身
の
書
写
本
で
あ
る
事
に
気
づ
く
。
右
の
内
、
寄
合
書
を
林
寛

自
筆
本
に
準
ず
る
も
の
と
考
え
て
算
入
す
る
と
、
林
寛
等
本
で
は
な
い
と
判
断
さ

れ
る
の
は
、
資
料
4
毘
慮
遮
那
彿
説
金
剛
頂
経
光
明
眞
言
儀
軌
と
資
料
1
5
の
観
自

在
如
意
輪
菩
薩
瑜
伽
法
要
の
二
資
料
で
あ
っ
て
、
他
の
多
く
の
資
料
は
、
林
寛
自



身
の
書
写
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
高
山
寺
蔵
の
覚
成
本
の
場
合
、
伝
領
し
た
と
思

【
リ
）

し
き
資
料
を
多
数
に
含
む
も
の
で
あ
る
が
、
林
寛
本
の
場
合
は
、
こ
れ
と
は
異
な

る
構
成
を
な
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
下
に
は
、
林
電
（
弁
真
）
本
の
奥
書
に
従
い
、
そ
の
記
事
か
ら
の
年
譜
を
掲

げ
る
。林

寛
関
係
年
譜

康
和
二
年
二
一
〇
〇
）
正
月
十
日
「
悌
説
七
供
尼
彿
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
念
諦
法
門
」
於
帯

□
町
壇
所
書
了

嘉
承
元
年
二
一
〇
六
）
五
月
十
四
日
未
時
「
降
伏
三
世
念
怒
王
念
詞
偶
軌
」
於
静
定
房
書
了

移
鮎
了

嘉
承
二
年
二
一
〇
七
）
　
二
月
二
日
　
「
降
伏
三
世
盆
怒
王
念
詞
偶
軌
」
受
奉
了

二
月
十
三
日
「
北
斗
七
星
譜
摩
秘
要
儀
軌
」
於
静
定
房
以
御
本
移
鮎

了
受
奉
了

二
月
廿
六
日
「
悌
説
七
倶
尼
悌
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
念
諦
法
門
」
於

御
房
以
御
本
移
鮎
了

四
月
六
日
「
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
虚
念
諦
成
体
儀

軌
」
於
御
房
書
了
移
鮎
了
奉
受
了

四
月
十
九
日
～
廿
日
「
諸
悌
境
界
摘
眞
寮
経
巻
上
・
中
」
奉
受
了

四
月
廿
五
日
～
五
月
二
日
「
諸
悌
境
界
播
眞
賞
経
巻
中
・
上
し
於
静

定
房
以
御
本
書
寓
了

五
月
十
日
「
某
書
（
諸
彿
境
界
描
庭
井
経
巻
下
力
）
」
御
房
奉
受
了

五
月
廿
五
日
巳
時
許
「
某
書
（
諸
悌
境
界
描
眞
貪
経
巻
下
カ
）
」
於

評
定
房
以
御
本
書
了
一
交
了

八
月
十
三
日
「
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
調
法
」
於
静
定
房
以
同
御
本
書
了

移
鮎
了

九
月
一
日
　
「
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
論
法
」
御
房
受
奉
了

十
月
二
日
～
廿
七
日
「
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
諦
経
巻
第
一
－
四
」

〔
於
静
定
房
以
御
本
〕
　
書
了
交
了

嘉
承
三
年
（
二
〇
八
）
正
月
廿
二
日
～
二
月
四
日
「
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
諦
経
巻
第
一
－

囚
」
　
移
鮎

三
月
一
日
「
慈
氏
菩
薩
略
修
愈
詔
法
巻
上
」
於
静
定
房
書
了

四
月
五
日
「
彿
説
七
倶
凪
彿
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
念
詞
法
門
」
御
房

奉
受
了

天
仁
元
年
（
二
〇
八
）
九
月
十
八
日
「
慈
氏
菩
薩
略
修
愈
詔
法
巻
上
」
御
房
奉
受
了

天
仁
二
年
（
二
〇
九
）
五
月
十
二
日
～
廿
七
日
「
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
諦
経
巻
第
一
－
四
」

於
瀧
尾
奉
受
了

天
永
元
年
（
一
二
〇
）
十
一
月
十
七
日
申
時
「
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
法
」
以
同
御
本
書
了

天
永
二
年
（
二
　
二
）
二
月
廿
一
日
午
時
許
「
金
剛
頂
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
念
諭
次
第
」
於
静

定
房
以
同
御
本
書
了

三
月
八
日
丑
時
許
以
御
本
「
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
法
」
移
鮎
了

九
月
十
九
日
「
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
穫
法
」
於
瀧
尾
謹
「
堂
午
時
許
御

房
奉
受

天
永
三
年
（
一
一
一
二
）
三
月
十
九
日
中
時
許
「
聖
不
動
仁
安
鏡
家
園
等
法
」
於
御
房
以
同
御

本
書
了
廿
七
日
巳
時
許
「
聖
不
動
仁
安
鏡
家
国
等
法
」
移
鮎
了

四
月
廿
日
辰
時
許
「
聖
不
動
仁
安
鎮
家
園
等
法
」
於
仁
和
寺
御
房
降

雨
徒
然
之
間
借
受
了

天
永
四
年
（
一
一
一
三
）
五
月
六
日
「
尊
勝
儀
軌
巻
下
」
於
静
定
房
喝
瀧
房
以
同
御
本
書
写
了

（
西
南
院
本
）

十
日
　
「
尊
勝
儀
軌
巻
下
」
移
鮎
了
　
（
西
南
院
本
）

永
久
元
年
（
一
一
二
二
）
七
月
廿
三
日
～
十
月
四
日
酉
時
許
「
底
哩
三
味
耶
不
動
尊
聖
者
念
諭

六
五



秘
密
法
巻
上
・
中
・
下
」
　
於
唱
瀧
房
吉
了
奉
受
了

永
久
三
年
（
二
一
五
）
六
月
廿
五
日
「
尊
勝
儀
軌
巻
下
」
於
高
野
山
解
脱
房
阿
閣
梨
奉
受
了

（
西
南
院
本
）

七
月
廿
三
日
「
毘
慮
遮
那
彿
説
金
剛
頂
経
光
明
眞
言
儀
軌
」
於
高
野

御
山
解
脱
房
阿
閤
梨
奉
受
了

保
安
二
年
（
二
二
一
）
五
月
十
六
日
「
蓑
壁
梨
成
就
法
」
博
受
了
信
乃
阿
閣
梨
御
房
（
西
南
院

本
・
林
寛
ノ
伝
授
資
料
）

七
月
十
三
日
「
如
意
輪
念
諦
儀
軌
」
書
了
侍
受
了
信
乃
阿
閣
梨
御
房
（
俊

慶
・
西
南
院
本
・
林
寛
ノ
伝
授
資
料
）

大
治
三
年
（
二
二
八
）
十
一
月
五
日
「
愛
染
王
法
事
勘
進
案
」
　
及
び
　
「
愛
染
王
法
勘
文
」

保
延
三
年
（
二
三
七
）
十
月
十
日
「
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
詞
経
巻
第
一
－
四
」
馬
故
御
房

奉
供
養
了
　
（
導
師
勝
定
房
阿
閣
梨
）

十
月
十
日
「
底
哩
三
味
耶
不
動
聖
者
念
詞
秘
密
法
」
篤
故
御
房
奉
供

養
了
　
（
導
師
勝
定
房
阿
閤
梨
）

十
月
十
日
「
某
書
（
諸
悌
境
界
撼
眞
賞
経
巻
下
カ
）
」
焉
故
御
房
本

供
養
了
　
（
導
師
勝
定
房
阿
閤
梨
）

永
治
元
年
（
二
一
四
一
）
十
一
月
十
日
「
胎
蔵
私
行
次
第
」
信
乃
阿
閣
梨
御
房
奉
受
了
（
性
如
・

林
寛
ノ
伝
授
資
料
）

六
六

奉
受
了

七
月
六
日
辰
時
評
　
「
重
安
梨
成
就
法
」
　
奉
受
了

辰
特
許
「
阿
迦
陀
蜜
一
印
千
類
千
堕
二
使
者
成
就
経
」
奉

受
了

七
月
九
日
「
速
疾
立
験
魔
醸
首
羅
天
説
迦
楼
羅
阿
尾
書
法
」
奉
受
了

弁
眞
関
係
年
譜

久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
正
月
廿
八
日
巳
剋
許
「
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
庭
念
諭

成
悌
儀
軌
」
　
欒
生
房
奉
受
了

二
月
廿
一
日
辰
時
許
「
北
斗
七
星
護
摩
秘
要
儀
軌
」
欒
生
房
奉
受
了

三
月
五
日
「
金
剛
頂
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
念
諭
次
第
」
欒
生
房
奉
受
了

四
月
二
日
巳
時
許
　
「
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
法
」
　
欒
生
房
奉
受
了

四
月
十
四
日
「
毘
虞
遮
那
彿
説
金
剛
頂
経
光
明
眞
言
儀
軌
」
欒
生
房

右
掲
の
一
覧
は
、
林
寛
・
弁
真
本
の
奥
書
よ
り
伝
受
や
加
点
の
事
項
に
つ
い
て

の
記
事
を
編
年
に
配
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
林
寛
は
、
嘉
承
元
年
（
一
一
〇
六
）

よ
り
天
永
二
年
（
一
一
一
一
）
ま
で
専
ら
静
定
房
で
隆
真
か
ら
の
伝
受
を
受
け
て

い
る
。
天
仁
二
年
（
一
一
〇
九
）
頃
よ
り
は
、
瀧
尾
・
瀧
尾
護
摩
堂
や
鳴
瀧
房
な

ど
に
お
い
て
も
伝
受
を
受
け
て
、
永
久
三
年
（
一
一
一
五
）
年
に
は
高
野
山
解
脱

房
で
良
禅
よ
り
伝
受
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
で
、
問
題
と
な
る
の
は
、

た
と
え
ば
、
資
料
1
の
摂
真
実
経
巻
上
の
場
合
で
あ
る
。
奥
書
に
は
、

（
奥
書
）
嘉
承
二
年
（
一
一
〇
七
）
五
月
二
日
酉
時
許
於
静
定
房
以
御
本
書
了

一
交
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僧
林
寛
之
本

（

撥

　

m

）

〈
失
）
「
以
同
御
本
移
鮎
了
E
□
□

同
年
四
月
十
九
日
以
賛
成
房
経
御
房
奉
受
了
」

と
あ
り
、
奉
受
の
期
日
が
、
書
写
の
期
日
に
先
行
し
て
い
る
。
奥
書
の
記
載
を
信

ず
る
躍
り
、
伝
受
は
四
月
十
九
日
に
楽
成
房
の
経
を
以
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
伝

受
の
後
に
、
摂
真
実
経
巻
上
の
書
写
加
点
の
作
業
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、

資
料
に
お
け
る
訓
点
は
、
伝
受
の
場
の
言
語
活
動
と
は
必
ず
し
も
連
動
し
な
い
も

の
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
、
当
該
資
料
に
現
れ
る
訓
読
語
は
、
静

定
房
隆
真
の
所
持
本
か
ら
の
移
点
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
伝
受
の
場
の
言
語
の

反
映
と
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

高
山
寺
蔵
の
現
存
の
林
寛
本
が
、
本
来
の
林
寛
本
の
総
て
で
あ
る
と
認
め
る
こ

と
は
到
底
で
き
な
い
が
、
伝
受
も
随
意
に
行
わ
れ
た
よ
う
で
、
経
と
儀
軌
短
と
は



そ
れ
ぞ
れ
、
時
間
的
に
纏
ま
っ
た
形
で
は
な
い
し
、
儀
軌
類
も
明
王
部
に
属
す
る

も
の
や
菩
薩
部
に
属
す
る
も
の
や
の
ま
と
ま
り
が
無
く
任
意
で
あ
っ
た
と
認
め
ら

れ
る
。
院
政
期
に
は
、
覚
成
木
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
如
く
、
儀
軌
類
な
ど
の
伝
授

（〓）

に
際
し
て
は
、
諸
尊
の
郡
毎
に
纏
ま
っ
て
伝
授
さ
れ
て
い
た
場
合
も
存
し
た
が
、

林
寛
本
の
よ
う
な
伝
授
の
実
態
が
存
し
て
い
た
こ
と
に
も
注
意
を
払
う
必
要
が
あ

ろ
う
。さ
ら
に
保
延
三
年
（
一
一
三
七
）
十
月
十
日
に
は
、
こ
れ
ら
の
伝
受
本
を
使
用

し
て
、
故
御
房
－
資
料
的
な
裏
付
け
を
果
た
し
て
は
い
な
い
が
、
或
は
、
隆
真
で

あ
ろ
う
か
、
隆
真
は
寛
治
六
年
（
一
〇
九
二
）
に
三
十
七
歳
で
寛
意
よ
り
潅
頂
を

受
け
て
お
り
、
天
喜
四
年
（
一
〇
五
六
）
　
生
で
あ
る
ー
の
供
養
に
供
し
て
い
る
。

弁
真
は
、
久
安
五
年
（
一
一
四
九
）
に
、
付
属
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
こ
の
林
寛

本
を
も
っ
て
楽
生
房
で
伝
受
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

三
、
高
山
寺
蔵
林
寛
本
に
お
け
る
訓
読
語
の
性
格

高
山
寺
蔵
林
寛
本
の
多
く
は
、
右
に
検
討
し
た
如
く
、
隆
真
の
所
持
本
に
基
づ

い
て
、
書
写
移
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
弁
真
に
よ
っ
て
伝
領
さ
れ
、
伝

受
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
現
れ
た

訓
読
語
は
、
ど
の
よ
う
な
性
格
の
も
の
と
し
て
把
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
右
に
取
り
上
げ
た
林
寛
本
に
つ
い
て
は
、
稿
者
は
す
で
に
そ
の
一
部
を
取

（〓）

り
上
げ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
同
じ
く
林
寛
本
で
あ
り
な
が
ら
、
経
の
訓
読
語

に
は
、

J
H
H

O
即
　
（
ち
）
　
所
濯
頂
の
者
を
引
　
（
き
）
　
帝
搾
方
の
門
よ
り
入
　
（
れ
て
）

（
資
料
2
　
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
諦
経
巻
第
四
）

な
ど
の
訓
が
あ
っ
て
、
訓
読
語
と
し
て
は
、
古
語
的
性
格
を
示
す
の
に
対
し
て
、

儀
軌
・
次
第
の
訓
読
語
は
、
古
語
的
性
格
を
持
た
な
い
こ
と
を
林
宝
木
を
含
め
た

真
言
宗
広
沢
流
、
小
野
流
の
資
料
を
取
り
上
げ
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
。
即
ち
、

林
寛
個
人
の
訓
読
語
に
お
い
て
、
訓
読
さ
れ
る
資
料
の
性
格
に
よ
っ
て
訓
読
語
が

異
な
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
こ
で
次
に
は
、
こ
の
よ
う
な
林
寛
本

の
訓
読
語
は
、
伝
承
的
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
は
、
当
代
的
に
改
変
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
の
か
が
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
に
は
、
こ
の
間
題
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

先
に
掲
げ
た
林
寛
本
十
五
資
料
の
内
、
以
下
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
複
数
の
訓

点
ま
た
は
、
複
数
の
訓
読
が
並
記
さ
れ
た
資
料
で
あ
る
。
十
五
点
中
の
大
半
の
林

寛
本
は
、
林
寛
の
師
・
陸
兵
の
所
持
本
を
親
本
と
し
て
書
写
さ
れ
、
ま
た
同
じ
く

隆
真
本
を
も
と
に
移
点
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
多
く
は
隆
真
か
ら
林
寛
へ
の

伝
受
に
際
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
本
を
使
っ
て
弁
真
へ
の

伝
授
が
行
わ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
の
数
度
に
亙
る
言
語
的
営
為

の
結
果
が
、
林
寛
本
の
中
に
ど
の
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
の
か
を
以
下
に
検
討
す
る

こ
と
と
す
る
。
か
か
る
検
討
を
通
じ
て
林
寛
本
に
お
け
る
訓
読
語
の
伝
承
と
改
変

の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
と
す
る
。

資
料
1
諸
悌
境
界
摂
真
実
経
は
、
三
帖
共
に
、
加
点
さ
れ
た
訓
点
は
一
筆
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
巻
上
に
以
下
の
例
が
存
す
る
。

○
行
者
此
　
（
の
）
　
眞
言
を
持
　
（
つ
）
・
時
　
（
に
）
　
右
の
拳
の
頭
指
を
外
　
（
に
）

向
　
（
け
て
）
　
揺
動
　
（
せ
）
　
よ
。
是
駈
逐
ノ
　
［
ィ

駈
リ
逐
フ
］
　
相
な
り
。

カ
　
　
　
　
　
ヲ

朱
点
に
二
種
の
訓
読
が
存
す
る
。
右
傍
訓
は
音
読
を
示
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
、

一
方
、
異
読
と
し
て
示
し
た
左
傍
訓
は
、
「
カ
リ
ヲ
フ
」
　
と
和
語
に
訓
ん
だ
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。
同
一
箇
所
の
漢
文
に
二
種
の
訓
読
が
存
す
る
の
で
あ
る
が
、
左

右
の
仮
名
は
一
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
例
は
、
後
に
例
を
掲
げ
て
検
討
す
る
如

く
、
左
傍
訓
に
相
当
す
る
仮
名
を
、
そ
れ
ぞ
れ
　
「
駈
」
　
「
逐
」
　
に
対
す
る
注
と
見

て
訓
み
下
さ
れ
る
訓
読
文
の
成
立
に
直
接
関
与
し
な
い
と
す
る
余
地
も
あ
る
が
、



い
づ
れ
に
せ
よ
移
点
の
親
本
と
な
っ
た
静
定
房
陸
兵
本
に
既
に
存
し
た
形
を
一
時

に
移
点
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
2
の
金
剛
頂
瑜
伽
中
略
出
念
諭
経
に
は
、
巻
第
二
と
巻
第
四
に
朱
点
以
外

の
墨
の
仮
名
点
が
存
す
る
。
以
下
の
例
で
あ
る
。

○
次
（
に
）
須
（
ら
く
）
観
（
返
）
に
入
（
る
）
［
卦
］
（
再
讃
）
し
　
出
入
（
の
）

○
大
自
在
妻
の
乳

［
ィ
、
房
］
　
を
押
（
せ
）
　
と
　
（
巻
第
三
）

フ
サ

タ
マ

○
汝
憶
　
「
　
庸
　
二
］
　
説
　
（
か
）
者
　
（
巻
第
四
）

ク
マ
サ
ム
り

息
を
正
　
（
し
）
　
「
ク
ス
へ
シ
」

（
巻
第
二
・
「
」
　
ハ
墨
点
、
以
下
同
ジ
、
下
欄
外
こ
「
止
或
」
書
入
ア
リ
）

－
或
本

〇
一
切
如
乗
の
暴
悪
を
調
－
伏
（
す
）
．
と
作
ス
」
　
（
巻
第
二
）

「
ナ

○
即
（
ち
）
壇
の
内
（
返
）
（
に
）
於
（
て
）
下
小
の
抹
（
返
）
を
置
（
き
）
以

他
山
「
l
可
l
l
l
l
l
l
l
l
l
l

（
て
）
　
其
　
（
の
）
　
漏
衣
を
嚇
イ
テ
」

（
巻
四
・
下
欄
外
こ
　
「
親
　
□
／
七
人
反
／
至
也
／
近
也
」
　
吾
人
ア
リ
）

右
の
三
例
は
、
と
も
に
墨
点
の
存
す
る
例
で
あ
る
が
、
第
一
例
は
「
戎
」
本
と
の

校
合
に
よ
っ
て
、
以
下
二
例
も
傍
記
や
下
欄
外
の
書
人
を
考
慮
す
る
と
本
文
に
異

同
の
存
す
る
例
で
あ
ろ
う
。
そ
の
異
同
の
存
す
る
箇
所
に
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
墨
点
の
訓
読
は
、
朱
点
の
訓
読
に
必
ず
し
も
異
説
を
記
し
た
も
の
で
は
な

く
、
失
点
の
訓
読
と
矛
盾
し
な
い
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、
資
料
2
に
は
、
こ
の

他
に
、○
智
者
其
（
の
）
力
（
返
）
に
随
（
ひ
て
）
能
（
く
）
純
（
返
）
を
以
（
て
）
其

○
彼
（
の
）
衆
を
爽
メ
　
「
爽
シ
］
　
取
（
り
て
）
　
（
巻
第
四
）

サ

な
ど
の
朱
点
に
お
け
る
訓
読
の
異
同
例
が
認
め
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

同
一
筆
の
訓
点
で
あ
る
。
即
ち
、
資
料
1
の
場
合
と
同
様
に
、
林
寛
本
の
移
点
の

元
と
な
っ
た
静
定
房
本
に
お
い
て
既
に
存
し
た
異
訓
並
記
の
例
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
っ
て
、
林
寛
は
そ
れ
を
忠
実
に
移
点
し
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ

る
。資
料
3
使
開
几
法
経
に
は
墨
点
の
加
点
が
存
す
る
。

．
↓
刃
引
コ
叫
「

○
世
相
凌
　
（
き
）
　
蔑
　
　
（
に
）
　
せ
む
者
と

柏
虹

こ
の
一
例
で
あ
る
が
、
墨
点
の
訓
読
は
、
朱
点
の
訓
読
に
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な

い
。資
料
5
悌
説
七
供
胞
悌
母
准
泥
大
明
陀
羅
尼
念
諭
法
門
で
は
、
次
の
一
例
、

さ

○
又
身
に
軽
キ
羅ウス
モ
ノ

よ
。

袖
［
ィ
ー
綽
　
ナ
ラ
ム
袖
］
・
天
衣
を
着
（
し
）
　
め

ユ
タ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
テ

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
例
は
、

右
傍
に
音
読
を
、
左
傍
に
訓
読
を
示
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
と
判
断
さ
れ
る
が
、
訓
点
は
一
筆
で
あ
っ
て
、
移
点
の
親
本
に
す
で
に
存

し
た
異
同
を
移
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

資
料
7
金
剛
頂
経
一
字
頂
輪
王
瑜
伽
一
切
時
虚
念
諭
成
悌
儀
軌
で
は
、

（
の
）
壇
を
紺
テ
［
ィ
、
緋
　
テ
］
。
（
巻
第
三
）

ス
ミ
・
リ

ま

○
金
剛
勢
と
（
い
）
者
意
（
を
）
以

撃
　
（
く
る
）
　
な
り
　
（
巻
第
三
）

（
て
）
竿
テ
「
竿
（
け
）
］
　
［
ィ
、
筆
ケ
］

カ
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
サ
、

〇
人
金
剛
線
道
を
騎
リ
幕
ル
（
こ
と
）
　
［
ィ
、
莱
ユ
（
る
こ
と
）
］
　
［
ィ
、
薫
ル
コ

マ
タ
カ

H
J
得
不
。
（
巻
第
三
）

○
外
壇
（
の
〓
之
］
外
の
周
囲
は
各
（
の
）
剛
瑚
っ
l
剛
叫
一
肘
・
（
巻
第
三
）

ワ
タ
リ

〇
枚
に
聖
去
）
呵
引

ノ
ル
⊥
ノ
り
ノ

（
す
）
　
應
　
（
か
ら
）
　
不

ウ

ル

ハ

　

　

タ

ホ

ヤ

○
蝉
シ
ク
娼
カ
ナ
ル
「
男
（
去
）
娼
〈
平
）
（
た
る
）
〓
化
の

エ
ン

の
例
が
あ
っ
て
左
右
の
失
点
共
に
一
筆
で
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
左
傍
訓
に
当
た

る
「
ノ
ル
ナ
リ
」
は
、
訓
み
下
さ
れ
る
訓
読
文
に
は
、
そ
の
ま
ま
で
は
直
接
に
は

対
応
し
な
い
語
形
で
あ
っ
て
、
「
幕
」
　
の
単
字
の
注
で
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
こ
の
事
象
を
矛
盾
無
く
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者
の
場
合
は
、



訓
読
上
の
異
同
を
記
し
た
例
と
も
解
釈
さ
れ
得
る
。
こ
の
二
例
は
と
も
に
、
同
一

筆
で
加
点
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
既
に
掲
げ
た
例
と
同
様
に
、
規
本
に
存
し
た

も
の
を
移
点
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

資
料
8
大
虚
空
蔵
菩
薩
念
話
法
に
も
、
同
様
の
例
が
兄
い
だ
さ
れ
る
。

」
H
l
l
l
l
l
l
l
l

接
ル
」
］
。

○
行
者
先
（
つ
）
潅
頂
道
場
（
に
）
し
て
親
し
く
［
ィ
、
親
　
リ
］
師

マ
ノ
ア
タ

封
　
（
ひ
て
）
　
偶
軌
を
受
－
得
す
應
し
。

（
返
）
（
に
）

モ
ー

○
轄
　
「
圃
T
］
詑
混
紅

の
例
が
存
し
て
、
こ
の
二
例
が
失
点
と
墨
点
で
訓
読
が
異
な
る
例
と
認
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

資
料
1
0
金
剛
寿
命
陀
羅
尼
経
法
に
も
、
朱
点
と
墨
点
の
訓
読
上
の
異
同
の
確
例

が
存
す
る
。

の
例
で
あ
っ
て
、
同
一
筆
と
判
断
さ
れ
る
失
点
に
訓
読
上
の
異
同
が
認
め
ら
れ

る
。資
料
9
慈
氏
菩
薩
略
修
愈
詔
法
巻
上
に
は
、

〇
一
切
を
利
（
せ
む
）
か
馬
に
・
瑜
祇
（
返
）
を
修
（
し
て
）
速
に
慈
氏
の
大

悉
地
を
成
（
せ
む
）
　
　
　
　
　
（
篤
利
一
切
修
瑜
祇
速
成
慈
氏
大
悉
地
）

［
ィ
．
利
シ
テ
一
切
ノ
瑜
祇
を
修
（
し
て
）
速
（
に
）
慈
氏
（
の
）
大
悉
地

（
を
）
　
成
セ
ム
カ
馬
ナ
リ
］

○
速
に
慈
氏
の
同
一
鯉
を
記
せ
む
。
（
速
詔
慈
氏
同
一
鰭
）

「
速
（
に
）
慈
氏
（
返
）
ヲ
讃
（
せ
む
）
同
一
膿
ナ
ラ
ム
］

な
ど
の
語
序
の
異
同
例
や
、

〇
線
は
如
－
依
讐
［
如
鮮
］
（
再
吉
I
）
シ
［
ィ
∵
酉
に
依
（
る
か
）
如
（
し
）
］

ナ

　

ワ

ネ
ム
コ
ロ

○
降
三
世
菩
薩
種
々
に
苦
　
に
治
（
し
）
た
ま
ひ
て
「
苦
「
－
」
治
シ
テ
］

乃
　
（
ち
）
　
［
於
］
　
死
に
至
　
（
ら
し
）
　
メ
ツ
。

な
ど
、
後
者
の
如
く
陀
羅
尼
の
読
み
の
異
同
も
存
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
前
の
資

料
と
同
様
に
、
一
筆
で
加
点
さ
れ
た
朱
点
の
内
部
に
存
す
る
異
同
で
あ
っ
て
、
前

と
同
様
、
親
本
に
既
に
存
し
た
事
象
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
資
料
9
に
は
、
墨
点
の
加
点
も
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
失
点
と
の
異

同
に
は
、
○
或
（
は
）
像
を
浴
洗
（
し
）
・
人
事
（
を
）
接
（
せ
）
よ
［
ィ
、
人
－
事
「
を
」

○
耕
才
無
碍
な
ら
む
　
［
ィ
．
無
碍
ナ
リ
］

右
の
二
例
で
あ
っ
て
、
林
寛
本
に
お
け
る
林
寛
の
書
写
加
点
の
後
に
異
訓
が
加
え

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
例
で
あ
る
。

資
料
1
2
聖
不
動
仁
安
鎮
家
団
等
法
に
は
、

○
西
南
方
（
に
は
）
如
引
色
旗
（
を
）
作
（
れ
）
∃
「
H
コ
月
」
l
司
「

○
々
　
（
旗
）
　
（
の
）
　
上
　
（
に
）
　
風
天
　
（
を
）
重
（
け
）
。
轡
　
　
　
に
乗
（
る
）
。

シ
ー
ノ
メ
ナ
リ

○
々
（
旗
）
（
の
）
上
（
に
）
伊
舎
那
天
（
を
）
重
（
け
）
。
酬
司
川
。
牛
（
に
）

乗
　
（
る
）
。

な
ど
の
初
掲
例
の
　
「
惨
」
　
の
左
傍
「
ケ
フ
リ
也
」
や
、
第
二
例
日
の
　
「
磐
」
　
の
左

傍
「
シ
ノ
ヽ
メ
ナ
リ
」
、
同
じ
く
第
三
例
日
の
「
型
」
の
右
傍
「
ヱ
セ
ウ
シ
ナ
リ
」

は
、
同
資
料
に
、

コ
イ
ム

○
飢
凍
　
鬼
魅
流
行
　
（
し
）
　
て

多
ハ
人
k
ぺ
・
色

○
群
百
貨
痢
l
l
l
l
l
l
せ
む
。

綿
γ
互
丹
也

な
ど
と
し
て
存
す
る
「
凍
」
字
の
左
傍
の
喜
入
「
多
交
反
水
也
」
や
、
後
掲
例
の

「
叛
」
字
の
左
傍
の
曹
入
「
薄
半
反
奔
也
」
な
ど
の
注
記
書
人
と
同
様
に
位
置
づ

け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
訓
読
し
て
訓
み
下
さ
れ
た
訓
読
文
に
直
接
に
語
形
と

六
九



し
て
反
映
す
る
も
の
で
は
な
い
と
認
め
ら
れ
よ
う
。
資
料
1
2
に
認
め
ら
れ
る
晃
同

は
、
ナ
′
王
ナ

○
仁
　
菖
（
に
）
我
か
焉
（
に
）
・
此
の
法
を
成
就
す
る
こ
と
を
「
成
就
ス

へ
シ
］

の
例
で
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
も
同
様
に
訓
点
は
一
筆
で
あ
る
。

資
料
1
3
の
底
哩
三
昧
耶
不
動
聖
者
念
諦
秘
密
法
巻
中
に
は
、
墨
点
の
加
点
が
存

す
る
が
、

．
「
刃
引
っ
l
l

O
目
の
前
に
封
　
（
す
る
か
）
　
如
　
（
く
）
・
其
　
（
の
）
　
身
心
を
放
フ
」

と
あ
っ
て
、
失
点
と
矛
盾
す
る
異
訓
を
記
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
同
様
に
陀
羅

尼
に
も
墨
点
の
加
点
が
存
す
る
が
、
加
点
箇
所
は
朱
点
が
存
し
な
い
と
こ
ろ
で

あ
っ
て
、
失
点
に
対
す
る
異
な
っ
た
読
み
を
表
記
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
巻

下
に
は
、

コ
コ
サ
マ

○
唯
（
し
）
前
の
髪
印
に
手
（
返
）
を
翻
（
し
て
）
倒
　
「
例
　
］
　
（
に
）
垂

サ
カ
サ
マ

（
れ
）
　
て
額
の
前
に
至
　
（
る
）
　
を

マ
ロ

○
亦
能
（
く
）
風
（
返
）
を
囲
カ
シ
　
「
　
園
　
こ
　
（
し
て
）
］

マ
ト
カ

の
例
が
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
他
の
資
料
と
同
じ
く
、
一
筆
で
書
き
込
ま
れ

た
訓
点
で
あ
っ
て
、
林
寛
本
は
移
点
の
も
と
に
な
っ
た
静
定
房
隆
真
本
に
既
に
存

し
た
並
記
の
訓
点
を
移
点
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
、
十
五
資
料
を
通
覧
し
て
き
た
が
、
林
寛
本
に
加
点
さ
れ
た
異
訓
並
記
の

様
態
に
よ
っ
て
、
林
寛
本
を
以
下
の
如
く
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
訓
点
が
一
種
　
（
一
筆
）
　
で
あ
っ
て
、
訓
読
も
一
種
を
示
し
た
資
料
。

－
資
料
4
・
資
料
6
・
資
料
1
1
・
資
料
1
4
・
資
料
1
5

0
訓
点
は
一
筆
で
の
加
点
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
が
、
異
訓
が
並
記
さ
れ
て
い

る
資
料
。

－
資
料
1
・
資
料
5
・
資
料
7
・
資
料
8
・
資
料
1
2

七
〇

〇
訓
点
に
は
失
点
・
墨
点
の
二
種
が
存
す
る
が
、
補
完
的
加
点
で
あ
っ
て
、
二

種
訓
点
は
異
訓
を
並
記
し
た
も
の
で
は
な
い
資
料
。

－
資
料
2
　
（
朱
点
の
異
訓
並
記
あ
り
）
・
資
料
3
・
資
料
1
3

0
訓
点
に
朱
点
・
墨
点
の
二
種
が
存
し
、
後
に
付
さ
れ
た
訓
点
（
墨
点
）
が
異

訓
の
加
点
で
あ
る
資
料
。

－
資
料
9
・
資
料
1
0

右
の
分
類
の
内
、
問
題
と
な
る
の
は
、
末
尾
に
掲
げ
た
「
訓
点
に
失
点
・
墨
点
の

二
種
が
存
し
、
後
に
付
さ
れ
た
訓
点
（
墨
点
）
が
異
訓
の
加
点
で
あ
る
資
料
」
で

あ
る
。
前
三
者
は
、
林
寛
の
加
点
（
移
点
）
　
以
降
に
、
訓
読
を
改
変
さ
れ
た
と
積

極
的
に
認
め
ら
れ
る
資
料
で
は
な
く
、
移
点
の
親
本
の
様
態
を
そ
の
ま
ま
移
点
し

た
も
の
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
林
寛
の
移
点
後
に
加
点
さ
れ
た
と
思
し
き
資
料
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
訓
読
語
そ
の
も
の
が
改
変
さ
れ
た
も
の
と
は
、
積
極

的
に
は
認
め
ら
れ
な
い
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
異
訓
の
存
在
も
含
め

て
、
隆
真
本
な
ど
の
親
本
の
訓
点
か
ら
の
伝
承
性
が
強
い
も
の
と
認
め
て
矛
盾
は

な
い
。
問
題
と
な
る
右
の
分
類
の
内
の
末
尾
に
掲
げ
た
資
料
9
、
資
料
1
0
の
場
合

で
あ
る
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
例
は
、
資
料
9
に
お
い
て
二
例
、
資
料
1
0
に
お
い

て
も
二
例
で
あ
っ
て
、
多
く
の
例
が
存
す
る
訳
で
は
な
い
。
即
ち
、
林
寛
本
と
い

う
資
料
群
に
お
け
る
．
訓
読
語
の
性
格
と
し
て
、
円
堂
点
加
点
の
仁
和
寺
の
隆
真
－

林
寛
（
－
弁
真
）
系
統
の
訓
読
を
伝
え
る
比
較
的
純
粋
な
言
語
資
料
群
と
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
林
寛
本
の
加
点
の
様
態
は
、
先
に
も
確
認
し
た
如
く
後
の
加
筆
と
認
め

ら
れ
る
加
点
が
多
く
は
な
い
。
前
に
触
れ
た
如
く
の
例
外
も
あ
る
が
、
基
本
的
に

は
、
林
寛
が
伝
受
に
際
し
て
本
文
を
書
写
し
、
加
点
し
た
も
の
を
持
っ
て
伝
受
の

場
に
臨
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
林
寛
本
に
伝
え
ら

れ
て
い
る
訓
読
語
は
正
し
く
移
点
に
依
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。
弁

真
も
、
こ
の
林
寛
本
を
以
て
伝
受
等
に
臨
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
右
の
如
く
、



こ
の
折
り
の
訓
点
の
書
人
も
決
し
て
多
く
は
な
く
、
ま
た
、
さ
ら
に
は
そ
の
善
人

が
異
訓
を
示
し
た
例
と
な
る
と
、
そ
の
確
例
は
誠
に
少
な
い
。
こ
れ
ら
の
林
電
本

の
資
料
群
は
ま
さ
に
、
真
言
宗
広
沢
流
に
あ
っ
て
、
院
政
期
に
お
け
る
訓
読
語
の

伝
承
性
の
強
さ
を
物
語
っ
て
い
る
資
料
群
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
院
政
期
の
真
言
宗
広
沢
流
に
お
け
る
訓
読
語
資
料
で
あ
る
高
山
寺
蔵
の

林
寛
本
を
中
心
と
し
て
検
討
を
加
え
て
き
た
。

本
稿
の
目
的
の
一
つ
は
、
院
政
期
に
お
け
る
訓
読
語
の
実
態
の
解
明
で
あ
っ

て
、
さ
ら
に
は
、
導
か
れ
た
実
態
が
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
に
あ
っ

た
。
例
え
ば
、
院
政
期
の
訓
読
語
は
、
固
定
的
に
伝
承
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で

あ
っ
た
の
か
、
或
は
、
個
人
に
よ
っ
て
は
、
伝
承
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
た
な
訓
読

語
が
生
み
出
さ
れ
、
展
開
さ
れ
て
い
た
の
か
の
点
に
あ
っ
た
。
右
に
述
べ
て
き
た

如
く
、
林
寛
本
の
場
合
は
、
真
言
宗
広
沢
流
に
お
い
て
伝
承
性
の
強
さ
を
示
し

た
。
訓
読
語
の
伝
承
性
の
強
さ
を
示
す
事
例
が
他
に
も
存
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と

は
、
本
稿
に
触
れ
た
俊
慶
の
訓
読
語
の
例
が
該
当
し
そ
う
で
あ
る
し
、
院
政
期
に

お
け
る
天
台
宗
寺
門
派
の
訓
読
語
も
伝
承
性
の
強
さ
を
示
す
場
合
の
あ
る
こ
と
を

（ほ）

指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
林
寛
本
の
訓
読
語
の
伝
承
性
の
強
さ
が
、

果
た
し
て
院
政
期
の
真
言
宗
広
沢
流
全
体
の
中
に
お
い
て
特
殊
で
あ
っ
た
の
か
、

ま
た
は
二
股
的
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
の
解
明
が
今
後
の
課
題
と
し
て
残
さ
れ

た
。
さ
ら
に
、
院
政
期
全
般
に
お
い
て
真
言
宗
小
野
流
や
天
台
宗
に
お
け
る
状
況

も
課
題
と
し
て
残
っ
た
。
真
言
宗
小
野
流
に
つ
い
て
は
、
金
剛
界
儀
軌
を
取
り
上

【〓、

げ
て
院
政
期
に
お
け
る
訓
読
語
の
改
変
の
可
能
性
を
指
摘
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、

時
代
全
体
に
目
配
り
を
し
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

伝
存
量
の
多
い
訓
点
資
料
に
あ
っ
て
は
、
あ
る
一
個
人
に
焦
点
を
当
て
て
、
そ

の
個
人
の
複
数
資
料
を
発
掘
し
、
丹
念
に
収
集
、
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
具
体
的
言
語
生
活
の
一
端
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
右
の
課
題
が
解
明
さ
れ
る
可
能
性
が
存
す

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
か
か
る
方
向
の
研
究
は
、
い
ま
だ
多
い
と
は
言
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
も
そ
の
一
つ
の
足
掛
か
り
と
な
れ
ば
と
考
え
る
が
、
残
さ
れ

た
課
題
は
多
い
。

（注）

1
　
中
田
祝
夫
「
編
が
明
詮
僧
都
の
加
点
本
に
つ
い
て
」
（
『
古
点
本
の

国
語
学
的
研
究
　
総
論
篇
』
講
談
社
、
昭
和
二
十
八
年
）

築
島
裕
「
国
語
史
上
に
お
け
る
明
詮
大
僧
都
の
訓
説
」
（
『
南
都
仏

教
』
第
三
十
五
号
、
昭
和
五
十
年
十
一
月
）

2
　
築
島
裕
「
成
身
院
本
に
つ
い
て
」
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
昭

和
五
十
五
年
十
二
月
、
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
篇
』
平

成
八
年
五
月
に
再
録
）

3
　
築
島
裕
「
自
讃
房
覚
印
の
訓
鮎
に
つ
い
て
」
（
『
和
漢
比
較
文
学
叢
書

2
　
上
代
文
学
と
漢
文
学
』
和
漢
比
較
文
学
会
編
、
汲
古
書
院
、

昭
和
六
十
一
年
九
月
）

日
本
雅
章
「
朗
澄
律
師
と
古
訓
鮎
」
（
『
石
山
寺
の
研
究
　
深
密
蔵
聖

教
篇
下
』
石
山
寺
文
化
財
綜
合
調
査
団
編
、
法
蔵
館
、
平
成
四
年

二
月
）

4
　
拙
稿
「
高
山
寺
経
蔵
覚
成
本
に
つ
い
て
」
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合

調
査
団
研
究
報
告
論
集
昭
和
五
十
九
年
度
』
昭
和
六
十
年
三
月
）

5
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
篇
』
　
（
汲
古
書
院
、
平
成

八
年
五
月
）
　
八
〇
二
頁
。

七
一
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築
島
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
篇
』
　
（
汲
古
書
院
、
平
成

八
年
五
月
）

高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
『
高
山
寺
経
蔵
古
目
録
』
（
高
山

寺
資
料
叢
書
第
十
四
冊
、
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
六
十
年
二
月
）

拙
稿
「
高
山
寺
伝
存
の
円
堂
点
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
高
知
大
国
文
』

第
十
六
号
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
）

小
林
芳
規
「
高
山
寺
伝
存
の
仁
和
寺
円
楽
寺
本
に
つ
い
て
」
（
『
高
山

寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
研
究
報
告
論
集
平
成
五
年
度
』
平
成
六

年
三
月
）

注
4
論
文

注
4
論
文

拙
稿
「
平
安
後
半
期
の
真
言
宗
に
お
け
る
経
の
訓
読
と
儀
軌
の
訓

読
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
十
九
輯
、
平
成
八
年
八
月
）

拙
稿
「
天
台
宗
寺
門
派
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
に
つ
い
て
」

（
『
継
承
と
展
開
1
　
古
代
語
の
構
造
と
展
開
』
、
和
泉
書
院
、
平

成
五
年
六
月
）

拙
稿
「
真
言
宗
小
野
流
に
お
け
る
金
剛
界
儀
軌
の
訓
読
」
　
（
『
国
文
学

致
』
第
二
二
二
・
一
三
三
合
併
号
、
平
成
四
年
三
月
）

［
付
記
］
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
高
山
寺
御
当
局
の
小
川
千
恵
様
に
は
、
格

別
の
ご
高
配
を
恭
な
く
し
た
。
ま
た
、
築
島
裕
先
生
、
小
林
芳
規
先
生
、
沼

本
克
明
氏
、
日
本
雅
幸
氏
に
は
、
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
記
し
て
深
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

〔
ま
つ
も
と
　
み
つ
た
か
、
広
島
大
学
教
授
〕

（
平
成
十
二
年
七
月
五
日
受
理
）

七
二




